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　「はーいっ！！」
　所長先生の掛け声に、かわいらしい返
事とともにまだ小さい手を懸命に挙げる
子どもたち。これからたくさんのお友達
と一緒にいっぱい遊んで、食べて、泣いて、
毎日少しずつ大人に。日々たくましく成
長する姿は、見守るパパ、ママの心配を
きっと吹き飛ばしてくれることでしょう。
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総
　
務
　
課

○新�

旧
女
川
第
一
小
学
校
解
体
工
事

旧
女
川
第
一
小
学
校
に
校
舎
、
体
育
館
、
プ
ー

ル
、
調
理
場
、
そ
の
他
外
構
の
解
体
を
行
い
ま

す
。

○新�

集
会
所
建
設
工
事

浦
宿
一
区
集
会
所
お
よ
び
上
二
区
集
会
所
の
新

築
工
事
を
行
い
ま
す
。

○継
情
報
発
信
の
た
め
の
広
告

サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
へ
の
広
告

掲
出
や
ラ
ジ
オ
Ｃ
Ｍ
等
を
活
用
し
、
町
内
で
の

交
流
や
賑
わ
い
を
創
出
し
ま
す
。

○継
活
動
人
口
創
出
促
進
事
業
業
務
委
託

将
来
的
な
定
住
人
口
の
増
加
と
町
に
賑
わ
い
と

活
力
を
も
た
ら
す
活
動
人
口
の
増
加
を
目
指
し
、

移
住
滞
在
促
進
や
創
業
支
援
等
を
行
い
ま
す
。

企
　
画
　
課

○新
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

都
市
地
域
か
ら
本
町
に
異
動
し
た
方
を
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
と
し
て
委
嘱
し
地
域
協
力
活
動

を
行
い
な
が
ら
本
町
へ
の
定
住
を
図
り
ま
す
。

○新�

ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
講

演
会

町
民
や
町
と
関
わ
る
方
々
の
地
域
社
会
へ
の
関

心
の
増
大
を
図
り
、
地
域
社
会
の
活
性
化
を
目

的
に
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

○新
復
興
交
付
金
事
業
実
績
評
価
調
査
事
業

復
興
交
付
金
事
業
の
総
合
評
価
を
行
い
、
今
後

令和４年度　施政方針
基本的施策「生活環境」

生
活
環
境

　

公
民
連
携
事
業
に
つ
い
て
は
、
民
間
企
業

や
大
学
な
ど
の
学
術
機
関
、
金
融
機
関
と
一

層
連
携
を
図
り
、
地
域
課
題
を
解
決
す
る
と

と
も
に
、
組
織
横
断
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス

向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
将
来

的
な
定
住
人
口
の
増
加
や
賑
わ
い
と
活
力
を

も
た
ら
す
活
動
人
口
の
増
加
に
つ
な
げ
る
た

め
、
お
試
し
移
住
や
創
業
支
援
な
ど
の
取
組

を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

移
住
定
住
対
策
に
つ
い
て
は
、
本
町
の
特

色
や
魅
力
あ
る
取
組
を
、
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
は
じ
め
、
新
聞
広
告
、
鉄
道
車
両
広

告
等
の
各
種
媒
体
を
活
用
し
な
が
ら
幅
広
く

発
信
す
る
と
と
も
に
、
本
町
が
令
和
三
年
度

に
団
体
会
員
と
な
っ
た
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ

る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
情
報

発
信
に
も
力
を
入
れ
、
関
係
団
体
と
も
連
携

し
、
本
町
へ
の
移
住
定
住
促
進
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
か
ら
新
た
に
地

域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
取
り
入
れ
、
都
市

部
の
若
い
人
材
を
受
け
入
れ
、
彼
ら
に
よ
る

様
々
な
地
域
活
動
に
よ
り
地
域
の
活
性
化
を

図
る
と
と
も
に
、
移
住
定
住
に
繋
が
る
取
組

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

旧
女
川
小
学
校
、
旧
女
川
第
三
小
学
校
、

旧
御
前
分
校
の
公
有
財
産
に
つ
い
て
は
、
民

間
事
業
者
か
ら
の
事
業
提
案
を
受
け
る
な
ど

の
手
法
を
通
し
て
、
有
効
な
利
活
用
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

町
道
に
つ
い
て
は
、
狭
あ
い
道
路
の
拡
幅

な
ど
防
災
機
能
の
向
上
を
重
点
に
住
み
良
い

環
境
づ
く
り
の
た
め
の
改
良
工
事
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

出
島
架
橋
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
令
和

六
年
中
の
供
用
開
始
を
目
指
し
て
、
引
き
続

き
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
広
域
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い

て
は
、
国
道
三
九
八
号
石
巻
バ
イ
パ
ス
沢
田

工
区
の
整
備
に
つ
い
て
、
宮
城
県
と
連
携
し

て
国
等
の
関
係
機
関
に
対
し
、
早
期
着
工
・

完
成
に
向
け
て
引
き
続
き
強
力
に
要
望
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

都
市
計
画
に
つ
い
て
は
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
策
定
を
進
め
、
都
市
づ
く
り
の
方
針
等

を
示
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

汚
水
排
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
公
共
下
水

道
の
整
備
が
お
お
む
ね
完
了
し
た
こ
と
か
ら
、

浄
化
槽
整
備
区
域
と
合
わ
せ
て
適
正
管
理
に

努
め
る
と
と
も
に
、
未
接
続
世
帯
に
対
す
る

啓
発
活
動
を
行
い
、
普
及
率
の
向
上
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

雨
水
排
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
万
石
浦
沿

岸
の
冠
水
対
策
を
目
的
と
し
て
、
平
成

二
十
八
年
度
か
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
浦

宿
地
区
雨
水
排
水
施
設
災
害
復
旧
事
業
の
令

和
四
年
度
内
完
成
を
目
指
し
、
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
災
害
復
旧
事
業

に
よ
る
施
設
整
備
を
宮
城
県
が
施
工
し
て
い

る
道
路
事
業
と
調
整
の
上
、
引
き
続
き
進
め

る
と
と
も
に
、
経
営
の
効
率
化
を
図
り
な
が

ら
水
道
水
の
安
定
供
給
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

離
島
航
路
に
つ
い
て
は
、
国
及
び
県
と
連

　広報おながわ４月号では、令和４年第２回女川町議会定例会（３月）
の席上で須田町長が表明した施政方針を掲載しましたが、５月号では
併せて表明した町政における基本的施策を紹介します。

基本的施策
令和４年度�施政方針

※
○新
は
新
規
事
業
、
○継
は
継
続
事
業

�

（
前
年
度
か
ら
の
繰
越
事
業
を
含
む
）

主
要
な
事
業
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の
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
抽
出
と
そ
の
課
題
解
決

に
合
わ
せ
た
施
策
の
展
開
へ
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

○新
行
政
手
続
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業

子
育
て
関
連
14
手
続
・
介
護
関
係
11
手
続
を
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
え
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
ま
す
。

○継�

町
民
バ
ス
運
行
事
業

町
内
移
動
の
公
共
交
通
機
関
と
し
て
、
町
民
バ

ス
の
実
証
試
験
を
継
続
し
て
運
行
し
ま
す
。

○継�

離
島
航
路
事
業

出
島
・
寺
間
・
江
島
地
区
住
民
の
公
共
交
通
機

関
と
し
て
、
離
島
航
路
を
運
航
し
ま
す
。

○継�

定
住
促
進
事
業
補
助
金

人
口
減
少
抑
止
と
定
住
促
進
に
よ
る
地
域
活
性

化
を
図
り
ま
す
。

○継
造
成
宅
地
擁
壁
整
備
工
事
補
助
金

町
が
整
備
し
た
住
宅
造
成
地
の
高
低
差
対
策
や

土
砂
流
出
を
防
ぐ
た
め
の
擁
壁
整
備
負
担
軽
減

を
図
り
ま
す
。

○継�

緑
の
ま
ち
づ
く
り
助
成
金

住
宅
敷
地
内
の
緑
化
整
備
を
促
進
し
、
景
観
に

優
れ
た
潤
い
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
促
進
し
ま
す
。

町
民
生
活
課

○新
火
葬
場
修
繕
設
計
業
務
委
託

火
葬
場
施
設
を
長
期
的
に
使
用
す
る
た
め
に
、

修
繕
設
計
業
務
を
委
託
し
ま
す
。

○新�

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
管
理
棟
雨
漏
り
等
補

修
工
事

台
風
等
の
際
、
屋
根
等
か
ら
雨
漏
り
が
発
生
し

て
お
り
、
漏
電
の
危
険
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
屋

根
お
よ
び
外
壁
等
の
改
修
を
行
い
ま
す
。

○新�

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
粗
大
ご
み
処
理
処
分

用
重
機
等
整
備
事
業

各
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
可
燃
性
粗
大
ご
み
を

適
正
に
処
理
処
分
を
行
う
た
め
、
新
た
に
自
走

式
二
軸
せ
ん
断
機
等
を
購
入
し
ま
す
。

令和４年度　施政方針
基本的施策「生活環境」

し
て
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
事

業
及
び
住
宅
用
高
効
率
給
湯
器
設
置
補
助
事

業
を
引
き
続
き
推
進
し
、
環
境
意
識
の
高
揚

を
図
り
な
が
ら
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削

減
と
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

ご
み
処
理
事
業
に
つ
い
て
は
、
一
般
廃
棄

物
処
理
基
本
計
画
の
改
定
に
よ
り
、
ご
み
の

一
層
の
減
量
化
や
、
分
別
の
徹
底
と
再
資
源

化
の
推
進
に
取
り
組
む
た
め
、
住
民
や
事
業

者
と
の
連
携
を
強
化
し
、
循
環
型
社
会
の
形

成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

環
境
美
化
の
推
進
は
、
引
き
続
き
町
民
総

ぐ
る
み
の
春
と
秋
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
軸
と

し
て
町
民
の
美
化
意
識
の
高
揚
を
促
す
と
と

も
に
、
積
極
的
に
各
地
区
の
活
動
を
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

不
法
投
棄
及
び
公
害
防
止
に
つ
い
て
は
、

携
を
図
り
、
離
島
住
民
に
不
可
欠
な
生
活
航

路
の
維
持
に
必
要
な
支
援
を
継
続
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
出
島
架
橋
完
成
後
の
運
航

態
勢
の
在
り
方
な
ど
、
離
島
の
住
民
の
方
々

と
共
に
課
題
の
共
有
と
そ
の
解
決
に
向
け
た

検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
令
和
三
年
十
月

か
ら
実
施
し
て
い
る
町
民
バ
ス
第
二
期
実
証

試
験
の
運
行
期
間
を
更
に
半
年
延
長
し
、
よ

り
最
適
な
運
行
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
証
を

行
い
、
令
和
四
年
度
中
の
本
格
運
行
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

鉄
道
に
つ
い
て
は
、
仙
台
圏
へ
の
通
勤
、

通
学
や
本
町
を
訪
れ
る
観
光
客
な
ど
の
利
便

性
が
時
間
を
追
っ
て
図
ら
れ
て
き
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
今
後
も
期
成
同
盟
会
等
を
通

じ
て
、
県
や
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
へ

の
要
望
活
動
を
継
続
し
更
な
る
利
便
性
の
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
浦
宿
駅

前
広
場
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
令
和
三
年
度

中
の
工
事
着
手
を
目
指
し
て
関
係
機
関
等
と

協
議
を
し
な
が
ら
設
計
を
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。
一
部
、
周
辺
工
事
と
の
調
整
を
図
る

必
要
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
令
和
四
年
度
上

期
に
工
事
に
着
手
す
る
こ
と
と
し
て
事
業
の

推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
地

域
公
共
交
通
の
維
持
、
確
保
及
び
改
善
に
つ

い
て
は
、
今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
、
地
域
住
民
の
利
便
性
の
向
上
並
び
に
地

域
特
性
に
合
っ
た
公
共
交
通
体
系
の
構
築
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

環
境
問
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
脱
炭

素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
促
進
と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
と

監
視
の
強
化
を
図
り
、
未
然
防
止
や
早
期
発

見
に
よ
り
、
住
民
の
生
活
環
境
の
保
全
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
営
住
宅
及
び
災
害
公
営
住
宅
の
管
理
運

営
に
つ
い
て
は
、
委
託
先
の
宮
城
県
住
宅
供

給
公
社
と
連
携
し
、
適
切
な
管
理
運
営
に
努

め
る
と
と
も
に
、
空
き
住
戸
対
策
に
お
い
て

は
、
昨
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
お
試
し
移
住

の
滞
在
場
所
と
し
て
の
目
的
外
使
用
を
継
続

し
、
引
き
続
き
弾
力
的
な
活
用
方
法
を
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
も
「
公
営
住
宅
等

長
寿
命
化
計
画
」
に
基
づ
き
、
適
正
な
供
給

を
図
り
、
住
民
の
生
活
環
境
の
向
上
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

離
半
島
地
区
の
災
害
公
営
住
宅
に
お
い
て

は
、
引
き
続
き
需
要
等
を
適
切
に
見
極
め
な

が
ら
譲
渡
処
分
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

災
害
援
護
資
金
貸
付
に
つ
い
て
は
、
据
置

期
間
が
終
了
し
、
既
に
償
還
が
始
ま
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
借
入
者
の
生
活
状
況
を
把
握

し
、
引
き
続
き
適
正
な
償
還
管
理
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
住
民
の
連
帯
意
識
の
高
揚
と

密
接
な
関
係
構
築
を
図
る
た
め
、
住
民
主
体

の
地
域
活
動
が
積
極
的
に
展
開
で
き
る
環
境

整
備
を
支
援
し
、
幅
広
い
世
代
が
活
躍
で
き

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
を
促
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

地
区
集
会
所
に
つ
い
て
は
、
浦
宿
一
区
集

会
所
及
び
上
二
区
集
会
所
の
整
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
そ
の
他
の
集
会
所
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
住
民
の
意
見
を
反
映

し
た
建
替
え
計
画
に
基
づ
き
、
順
次
整
備
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

３月24日に行われた石巻女川線浦宿橋開通式の様子
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○継
女
川
温
泉
指
定
管
理
事
業

女
川
温
泉
ゆ
ぽ
っ
ぽ
の
適
正
な
運
営
と
利
用
者

へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
資
す
る
た
め
指
定
管
理

を
行
い
ま
す
。

○継
漂
着
廃
棄
物
収
集
運
搬
処
分
業
務
委
託

海
岸
の
良
好
な
環
境
お
よ
び
景
観
の
保
全
を
図

る
た
め
、
漂
着
廃
棄
物
の
収
集
運
搬
処
分
業
務

を
委
託
し
ま
す
。

○継
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
務
委
託

町
内
の
各
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
一
般
廃
棄
物

の
収
集
運
搬
業
務
を
委
託
し
ま
す
。

○継
公
営
住
宅
等
管
理
業
務
委
託

町
営
住
宅
等
の
管
理
業
務
を
宮
城
県
住
宅
供
給

公
社
へ
委
託
し
ま
す
。

健
康
福
祉
課

○新�

総
合
キ
ッ
ズ
ス
ポ
ー
ツ
運
営
業
務
委
託

町
立
保
育
所
に
入
所
す
る
３
～
５
歳
児
を
対
象

に
健
全
な
心
身
を
育
成
す
る
た
め
、
月
２
回
程

度
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

○継
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

５
歳
以
上
の
町
民
を
対
象
に
集
団
予
防
接
種
ま

た
は
、
個
別
接
種
を
行
い
、
町
民
が
集
団
免
疫

を
獲
得
す
る
こ
と
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
を
防
ぎ
ま
す
。

○継
健
康
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
業
務
委
託

子
ど
も
の
頃
か
ら
の
肥
満
と
生
活
習
慣
病
予
防

の
た
め
の
知
識
の
普
及
、
健
康
づ
く
り
に
役
立

つ
食
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

建
　
設
　
課

○新�

土
地
開
発
事
業

旧
女
川
第
一
小
学
校
跡
地
の
造
成
や
公
共
施
設

の
設
計
を
行
い
ま
す
。

○継
出
島
架
橋
建
設
事
業

出
島
架
橋
建
設
に
よ
る
道
路
や
橋
梁
の
工
事
と

令和４年度　施政方針
基本的施策「生活環境」

　

原
子
力
防
災
対
策
に
つ
い
て
は
、
原
子
力

災
害
時
に
お
け
る
広
域
避
難
計
画
を
含
む

「
女
川
地
域
の
緊
急
時
対
応
」
が
令
和
二
年

六
月
に
改
定
さ
れ
、
国
の
原
子
力
防
災
会
議

に
お
い
て
了
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
避
難
計
画

の
実
効
性
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
該
計
画
を

も
と
に
国
、
県
、
関
係
機
関
及
び
住
民
が
合

同
で
実
施
し
て
い
る
原
子
力
防
災
訓
練
を
通

じ
て
検
証
を
積
み
上
げ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
防
災
対
策
に
終
わ
り
は
な
く
、
原

子
力
防
災
訓
練
等
に
よ
り
絶
え
ず
検
証
と
改

善
を
重
ね
、
避
難
計
画
の
実
効
性
の
向
上
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

女
川
原
子
力
発
電
所
に
つ
い
て
は
、
一
号

機
に
お
い
て
既
に
廃
炉
作
業
が
開
始
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
当
該
作
業
を
進
め
る

に
当
た
っ
て
は
、
住
民
へ
の
分
か
り
や
す
い

説
明
や
情
報
提
供
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、

長
期
間
に
わ
た
る
作
業
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

周
辺
環
境
の
保
全
に
留
意
す
る
と
と
も
に
、

安
全
対
策
を
最
優
先
と
し
た
計
画
的
な
作
業

を
事
業
者
に
対
し
て
要
請
し
て
お
り
、
引
き

続
き
そ
の
実
施
状
況
を
注
視
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
二
号
機
及
び
三
号
機
に
お
い
て
は
、

原
子
炉
は
安
定
か
つ
安
全
な
状
態
で
停
止
し

て
お
り
、
現
在
、
設
備
の
点
検
や
安
全
対
策

に
関
す
る
工
事
等
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

特
に
、
二
号
機
に
つ
い
て
は
、
昨
年
十
二
月

に
原
子
力
規
制
委
員
会
よ
り
工
事
計
画
認
可

が
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
事
業

者
に
対
し
て
は
、
安
全
対
策
を
最
優
先
と
し

た
工
事
の
実
施
は
も
と
よ
り
、
現
在
の
規
制

の
枠
組
み
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
最
新
の
知

　

開
業
か
ら
八
年
目
を
迎
え
る
温
泉
温
浴
施

設
「
ゆ
ぽ
っ
ぽ
」
に
つ
い
て
は
、
地
震
被
害

に
伴
う
耐
震
対
策
改
修
工
事
を
完
了
さ
せ
、

町
民
の
健
康
増
進
と
憩
い
の
場
と
し
て
、
施

設
内
の
衛
生
管
理
を
徹
底
し
、
温
泉
設
備
の

維
持
管
理
に
努
め
、
指
定
管
理
者
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
利
用

者
に
安
心
し
て
親
し
ま
れ
る
施
設
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
商
店
街
等
と
の
連

携
の
も
と
、
誘
客
効
果
を
高
め
る
取
組
を
進

め
る
こ
と
に
よ
り
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り
、

施
設
の
効
果
的
活
用
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

防
災
対
策
に
つ
い
て
は
、
消
防
団
員
の
処

遇
改
善
を
図
る
た
め
、
副
分
団
長
以
下
の
階

級
へ
の
年
額
報
酬
制
の
導
入
な
ど
、
地
域
防

災
の
中
核
を
担
う
消
防
団
員
の
確
保
に
一
層

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
塚
浜
地
区
に

お
け
る
災
害
時
の
避
難
の
円
滑
化
を
目
的
と

し
た
防
災
広
場
の
整
備
を
は
じ
め
、
防
災
・

減
災
の
た
め
の
取
組
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
災
害
時
の
住
宅
被
害
に
よ
る
事
故

の
未
然
防
止
や
軽
減
を
図
る
た
め
、
耐
震
改

修
促
進
計
画
に
基
づ
き
、
木
造
住
宅
耐
震
改

修
計
画
等
助
成
事
業
や
木
造
住
宅
耐
震
改
修

工
事
助
成
事
業
、
更
に
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
除

却
事
業
の
積
極
的
な
活
用
に
繋
げ
、
引
き
続

き
住
宅
の
安
全
性
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

防
犯
及
び
交
通
安
全
に
つ
い
て
は
、
関
係

機
関
と
の
連
携
を
よ
り
一
層
強
化
し
、
安
全

で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

見
や
技
術
を
収
集
す
る
な
ど
、
安
全
性
の
向

上
を
目
指
し
た
取
組
に
努
め
、
工
事
に
係
る

進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
住
民
等
に
分
か
り
や

す
く
情
報
提
供
さ
れ
る
よ
う
求
め
る
と
と
も

に
、
地
域
と
の
信
頼
関
係
の
醸
成
を
よ
り
一

層
図
ら
れ
る
よ
う
強
く
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
町
と
し
ま
し
て
も
、
特
定
重
大
事
故
等

対
処
施
設
の
整
備
に
係
る
事
前
協
議
を
受
け

て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
及
び
県
と
の
連
携
を

よ
り
緊
密
に
し
、
継
続
し
て
安
全
性
を
確
認

す
る
と
と
も
に
、
住
民
に
対
す
る
十
分
な
説

明
と
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
対
応
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

復
興
事
業
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
宅
地
に
つ

い
て
は
、
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
全
国
版

空
き
家
バ
ン
ク
を
活
用
し
、
空
き
家
等
活
用

情
報
提
供
事
業
に
登
録
さ
れ
て
い
る
民
有
地

も
含
め
空
き
区
画
の
周
知
に
努
め
る
と
と
も

に
、
町
有
地
購
入
等
希
望
者
に
対
し
て
現
地

案
内
を
す
る
な
ど
細
や
か
に
対
応
し
分
譲
又

は
貸
付
け
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の

他
町
内
に
所
在
す
る
公
共
用
地
に
つ
い
て
も
、

地
域
の
状
況
も
踏
ま
え
な
が
ら
行
政
区
等
と

の
連
携
の
下
、
適
切
か
つ
効
率
的
に
管
理
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

国
の
デ
ジ
タ
ル
・
ガ
バ
メ
ン
ト
実
行
計
画
等

に
基
づ
き
、
町
と
し
て
の
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
に
向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン

を
明
確
に
す
る
中
で
、
先
行
し
て
子
育
て
及

び
介
護
関
係
の
行
政
手
続
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
、
住
民
の
利
便
性
等
の
向
上

に
努
め
る
と
と
も
に
、
行
政
事
務
へ
の
更
な

る
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
の
方
向
性
と
新
た
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業
務
委
託
を
行
い
ま
す
。

○継
道
路
新
設
改
良
事
業

内
山
、
清
水
地
区
の
道
路
新
設
改
良
を
行
い
ま

す
。

○継
漁
港
建
設
事
業

万
石
浦
地
区
な
ど
の
漁
港
改
良
を
行
い
ま
す
。

○継
木
造
住
宅
耐
震
診
断
改
修
等
事
業

昭
和
56
年
５
月
末
以
前
に
建
築
さ
れ
た
木
造
住

宅
の
耐
震
化
に
補
助
す
る
ほ
か
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀

撤
去
等
の
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

上
下
水
道
課

○新�

浦
宿
地
区
雨
水
管
き
ょ
工
事

浦
宿
駅
周
辺
の
浸
水
被
害
の
防
止
を
図
る
た
め
、

浦
宿
駅
前
の
国
道
３
９
８
号
の
歩
道
に
雨
水
管

き
ょ
を
設
置
し
ま
す
。

○継
女
川
出
島
線
配
水
管
布
設（
出
島
架
橋
）工
事

女
川
出
島
線
新
設（
出
島
架
橋
本
橋
分
）の
水
道

管
に
つ
い
て
橋
梁
本
体
と
一
緒
に
工
場
製
作
し

ま
す
。産

業
振
興
課

○新�

女
川
町
産
業
安
定
支
援
金

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
の

影
響
を
受
け
て
年
間
収
入
が
20
％
以
上
減
少
し

た
事
業
者
へ
支
援
金
を
交
付
し
ま
す
。

○新�

女
川
京
ヶ
森
線
林
道
維
持
補
修
工
事

林
道
の
法
面
の
適
切
な
維
持
管
理
の
た
め
、
落

石
防
止
対
策
の
工
事
を
行
い
ま
す
。

○新�

観
光
誘
客
促
進
事
業

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
の

影
響
に
よ
り
打
撃
を
受
け
た
観
光
宿
泊
事
業
者

の
誘
客
増
加
を
図
り
ま
す
。

○継�

高
台
造
成
地
法
面
防
鹿
柵
フ
ェ
ン
ス
交
換

業
務
委
託

令和４年度　施政方針
基本的施策「保健・医療・福祉」

福
祉
計
画
」
に
基
づ
き
、「
我
が
事
・
丸
ご
と
」

の
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
町
民

の
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
の
中
で
支
え
合

い
、
助
け
合
う
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
制
度
の
普
及
啓
発
に
努
め
、
町
民

が
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
の
包
括
的
な
相
談

支
援
体
制
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、「
第
九
次
高

齢
者
福
祉
計
画
」
に
基
づ
き
、
高
齢
者
が
地

域
や
人
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
、
生
き
が
い

を
感
じ
な
が
ら
、
明
る
く
健
や
か
に
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
高
齢
者
の
生

活
の
安
定
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
可
能

な
限
り
住
み
慣
れ
た
女
川
町
で
自
分
ら
し
い

暮
ら
し
が
継
続
で
き
る
よ
う
、
支
え
合
い
の

仕
組
み
を
充
実
し
、
元
気
な
人
づ
く
り
と
地

域
づ
く
り
を
よ
り
一
層
推
進
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、「
第
八
期

介
護
保
険
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
、
適
正
な

介
護
保
険
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

地
域
や
関
係
機
関
等
と
連
携
し
、
介
護
予
防
、

生
き
が
い
づ
く
り
と
生
活
支
援
体
制
づ
く
り

を
推
進
し
、
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

　

児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、「
第
二
期
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
計
画
」
に
基
づ
き
、
親
が

子
育
て
の
喜
び
を
実
感
し
な
が
ら
、
子
ど
も

が
健
や
か
に
育
つ
よ
う
引
き
続
き
積
極
的
に

子
育
て
支
援
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
働
く
保
護
者
へ
の
支
援
と
し

て
、
保
育
所
の
土
曜
保
育
や
子
育
て
支
援
の

拠
点
で
あ
る
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
土
曜

日
開
所
・
託
児
事
業
等
を
継
続
し
支
援
の
展

開
を
図
る
と
と
も
に
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

な
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
動
向
等
を
的
確
に
把
握

し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

保
健
・
医
療
・
福
祉

　

感
染
症
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
い
ま
だ
に
世
界
で

猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
３
回
目

の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
加
速
化
を

図
る
と
と
も
に
、
感
染
症
に
つ
い
て
の
情
報

発
信
に
努
め
、
町
内
に
お
け
る
感
染
症
予
防

対
策
を
徹
底
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て
は
、「
心
身

と
も
に
元
気
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
の
実
現
を

目
指
し
、
望
ま
し
い
生
活
習
慣
の
定
着
を
図

る
た
め
、
保
育
所
、
学
校
、
地
域
と
連
携
し

て
食
育
活
動
を
実
践
し
、
乳
幼
児
期
か
ら
予

防
可
能
な
生
活
習
慣
病
の
発
症
と
重
症
化
予

防
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
健
康
寿
命
の
延
伸
、
医
療
費
の
適

正
化
を
図
る
た
め
、
健
診
・
医
療
・
介
護
デ
ー

タ
を
分
析
し
、
高
齢
者
の
健
康
課
題
に
対
し

て
、
適
切
な
支
援
を
行
う
よ
う
関
係
機
関
と

の
連
携
の
も
と
「
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介

護
予
防
の
一
体
的
実
施
」
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

��

各
種
が
ん
検
診
、
特
定
健
診
等
に
つ
い
て

は
、
受
診
率
の
向
上
を
図
る
た
め
、
よ
り
広

く
町
民
に
検
診
の
大
切
さ
を
周
知
し
、
感
染

症
予
防
対
策
の
徹
底
を
継
続
し
、
安
心
し
て

検
診
が
受
け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
、
検
診
実

施
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
福
祉
に
つ
い
て
は
、「
第
二
次
地
域

の
利
用
時
間
を
延
長
し
た
上
で
土
曜
日
や
長

期
休
業
期
間
中
の
開
設
を
継
続
す
る
な
ど
、

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
子
ど
も
子
育
て

支
援
事
業
を
推
進
し
ま
す
。
更
に
、
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
を
子
育
て
相
談
の
一
次
窓
口

と
し
つ
つ
、
妊
産
婦
及
び
乳
幼
児
の
健
康
の

維
持
・
増
進
を
支
援
す
る
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
及
び
養
育
支
援
や
児
童
虐
待

防
止
対
策
を
担
う
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠

点
の
特
性
を
活
か
し
、
家
庭
や
児
童
の
状
況

に
応
じ
て
速
や
か
に
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る
よ
う
支
援
体
制
を
充
実
さ
せ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

子
育
て
中
の
保
護
者
へ
の
経
済
的
支
援
策

と
し
て
は
、
第
三
子
以
降
の
保
育
料
の
無
償

化
や
多
子
世
帯
、
ひ
と
り
親
世
帯
な
ど
へ
の

町
独
自
の
保
育
料
の
軽
減
策
も
継
続
実
施
す

る
と
と
も
に
、
高
校
生
ま
で
拡
充
し
て
い
る曲に合わせて踊る園児たち（第四保育所運動会）
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鹿
の
防
護
柵
を
計
画
的
に
、
経
年
劣
化
し
た
網

を
交
換
し
ま
す
。

○継
防
鹿
柵
設
置
業
務
委
託

森
林
経
営
管
理
制
度
の
対
象
と
な
る
森
林
に
つ

い
て
、
森
林
を
保
護
す
る
た
め
防
鹿
柵
の
設
置

を
行
い
ま
す
。

○継
林
道
大
沢
線
改
良
工
事

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
継
続
し
て
林
道
の
改
良

工
事
を
行
い
ま
す
。

教
　
育
　
局

○継
被
災
児
童
生
徒
等
学
習
支
援
事
業

小
中
学
生
お
よ
び
高
校
生
向
け
の
放
課
後
学
習

支
援
を
行
い
ま
す
。

○継
学
習
塾
代
等
支
援
事
業
補
助
金

子
供
の
学
力
向
上
お
よ
び
学
習
意
識
の
向
上
と

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
学
習
塾
等
に
係
る
月
謝
の
一
部

に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

○継
高
等
学
校
等
通
学
費
等
補
助
金

保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
と
子
育
て
環
境

の
整
備
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
定
期
券

購
入
費
用
な
ど
の
一
部
に
対
し
て
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

○新�

ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
委
託

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

専
門
家
か
ら
の
支
援
を
い
た
だ
き
ス
ポ
ー
ツ
推

進
計
画
等
を
策
定
し
ま
す
。

○新
第
二
多
目
的
運
動
場
改
修
事
業

第
二
多
目
的
運
動
場
管
理
棟
の
改
修
工
事
の
た

め
の
設
計
を
行
い
ま
す
。

○新�

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
広
場
改
修
事
業

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
広
場
の
複
合
遊
具
を
撤
去
・
新

設
し
、
ロ
ー
ラ
ー
滑
り
台
を
撤
去
し
ま
す
。

○継
芝
生
保
守
管
理
業
務
委
託

女
川
ス
タ
ジ
ア
ム
公
園
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
芝
生

令和４年度　施政方針
基本的施策「産業」

ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
宮
城
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
と
連
携
を
図
り
、

被
保
険
者
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
健
全
な
制
度
運
営
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
が
変

化
す
る
な
か
、
指
定
管
理
者
と
の
協
調
の
も

と
安
定
的
な
運
営
を
図
る
と
と
も
に
、
医
療

と
介
護
の
一
体
的
施
設
と
し
て
地
域
に
根
ざ

し
た
包
括
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
病
児
病
後
児
保
育

事
業
を
継
続
し
、
保
護
者
の
子
育
て
及
び
就

労
の
両
立
を
支
援
い
た
し
ま
す
。
更
に
、
今

後
も
保
健
福
祉
分
野
と
の
連
携
を
図
り
、
町

民
の
安
心
し
た
生
活
を
支
え
る
地
域
医
療
の

提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

産
業

　

水
産
業
に
つ
い
て
は
、
地
方
卸
売
市
場
の

令
和
三
年
の
水
揚
状
況
が
、
数
量
で

四
万
六
千
七
百
八
ト
ン
、
金
額
で
は

六
十
四
億
五
千
九
百
七
十
七
万
円
と
な
り
、

数
量
で
は
主
に
イ
ワ
シ
の
水
揚
げ
量
の
増
加

に
よ
り
、
一
昨
年
を
約
三
千
七
百
ト
ン
上

回
っ
た
も
の
の
、
金
額
で
は
特
に
主
力
で
あ

る
サ
ン
マ
の
歴
史
的
な
不
漁
に
よ
り
、
前
年

度
比
で
五
億
円
を
超
え
る
減
少
と
な
り
、
水

産
業
界
の
業
績
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
一
日
も
早
い
業
績
の
回
復
に
資

す
る
べ
く
、
ま
ず
は
、
水
揚
増
嵩
に
向
け
て
、

子
ど
も
医
療
費
助
成
及
び
母
子
・
父
子
家
庭

医
療
費
助
成
制
度
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
認
定
こ
ど
も
園
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

小
・
中
学
校
教
育
ま
で
の
連
続
性
を
意
識
し
、

保
育
と
教
育
の
連
携
を
進
展
さ
せ
な
が
ら
、

令
和
七
年
度
の
開
設
を
念
頭
に
具
体
の
設
計

に
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、「
第
六
次
障

害
者
計
画
」、「
第
六
期
障
害
福
祉
計
画
」、「
第

二
期
障
害
児
福
祉
計
画
」
に
基
づ
き
、「
親

亡
き
後
」
を
見
据
え
た
地
域
生
活
支
援
体
制

整
備
、
障
害
の
あ
る
方
へ
の
差
別
解
消
と
理

解
促
進
、
障
害
の
あ
る
子
の
早
期
発
見
と
適

切
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
、
様
々
な
相

談
に
対
応
す
る
相
談
支
援
体
制
の
構
築
と
制

度
等
の
情
報
提
供
の
充
実
を
図
り
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
障
害
の
あ
る
方
が
自
立
し
た
生

活
を
継
続
で
き
る
よ
う
様
々
な
社
会
資
源
を

活
用
し
な
が
ら
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

都
道
府
県
単
位
化
と
な
り
五
年
目
を
迎
え

る
国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
財
政
運
営
の
責

任
主
体
で
あ
る
県
と
、よ
り
一
層
密
に
協
力
・

連
携
し
て
、
町
の
役
割
で
あ
る
資
格
管
理
や

保
険
給
付
、
保
険
税
の
賦
課
・
徴
収
等
、
地

域
に
お
け
る
き
め
細
か
い
事
業
を
適
切
に
実

施
す
る
と
と
も
に
、
保
健
事
業
と
の
連
携
の

も
と
、
被
保
険
者
の
健
康
保
持
増
進
に
努
め
、

安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
安
定
的
・
効
率
的
な
運
営
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、

令
和
四
年
度
か
ら
団
塊
の
世
代
が
七
十
五
歳

年
齢
に
到
達
す
る
な
ど
、
長
寿
・
高
齢
化
社

会
下
に
お
い
て
、
そ
の
役
割
は
ま
す
ま
す
高

市
場
設
備
の
整
備
や
保
全
を
継
続
的
に
行
う

と
と
も
に
、
新
た
に
立
ち
上
げ
た
漁
船
誘
致

促
進
協
議
会
を
基
軸
と
し
、
市
場
、
買
受
人

協
同
組
合
等
と
連
携
を
強
め
た
漁
船
誘
致
を

積
極
的
に
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
水
産
関
係
者
が
、
全
国
の
買
受
人
、

消
費
者
に
向
け
て
取
り
組
む
安
全
で
安
心
な

「
お
な
が
わ
」
の
水
産
物
の
Ｐ
Ｒ
や
販
路
拡

大
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
高
品
質
・

高
付
加
価
値
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
や

人
材
育
成
に
向
け
た
取
組
へ
の
支
援
も
継
続

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

漁
港
関
係
に
つ
い
て
は
、
水
産
生
産
基
盤

整
備
事
業
を
活
用
し
て
万
石
浦
漁
港
の
整
備

に
着
手
す
る
な
ど
、
漁
港
施
設
の
保
全
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
三
年
に
お
け
る
沿
岸
漁
業
に
係
る
県

漁
協
女
川
町
支
所
の
水
揚
金
額
は
、
ギ
ン
ザ

ケ
を
中
心
に
六
十
八
億
九
千
万
円
、
水
揚
数

量
は
三
万
ト
ン
で
あ
り
、
と
も
に
前
年
を
上

回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
魚

価
安
の
不
安
は
今
な
お
拭
え
ず
、
更
に
は
頻

発
す
る
自
然
災
害
等
の
懸
念
も
あ
る
中
で
、

安
定
し
た
漁
業
経
営
維
持
の
た
め
に
は
、
漁

業
共
済
へ
の
加
入
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ

て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
更
な
る
加
入
促
進

を
図
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
県
漁
協
女
川
町

支
所
と
と
も
に
掛
金
に
対
す
る
助
成
を
継
続

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
低
迷
が
続
く
ホ

タ
テ
養
殖
業
者
を
支
援
す
る
た
め
、
ホ
タ
テ

種
苗
の
購
入
資
金
に
対
す
る
利
子
補
給
や
、

磯
根
資
源
の
増
産
と
保
護
を
図
る
た
め
、
ア

ワ
ビ
稚
貝
購
入
費
用
及
び
密
漁
対
策
活
動
に
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の
維
持
管
理
を
行
い
ま
す
。

選
挙
管
理
委
員
会

○新�

参
議
院
議
員
選
挙

７
月
25
日
任
期
満
了
の
第
26
回
参
議
院
議
員
選

挙
を
執
行
し
ま
す
。

令和４年度　施政方針
基本的施策「教育・文化・スポーツ」

と
と
も
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
石
巻
、
宮
城
県

と
連
携
し
な
が
ら
町
内
の
雇
用
促
進
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

消
費
者
行
政
に
つ
い
て
は
、
多
様
化
す
る

特
殊
詐
欺
等
の
被
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
、
消
費
者
講
座
な
ど
の
啓
発
活
動
を
継
続

し
、
消
費
者
問
題
の
解
決
支
援
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
宮
城
県
が
首
都

圏
等
で
開
催
す
る
企
業
立
地
セ
ミ
ナ
ー
に
参

加
し
本
町
に
お
け
る
立
地
の
優
位
性
な
ど
を

発
信
し
て
誘
致
活
動
を
展
開
す
る
ほ
か
、
令

和
三
年
度
に
制
度
を
拡
充
し
た
企
業
立
地
奨

励
金
を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら
、
全
国
の
企

業
を
対
象
に
関
係
機
関
と
連
携
し
て
実
施
す

る
立
地
意
向
調
査
等
を
踏
ま
え
た
誘
致
活
動

に
も
取
り
組
み
、
産
業
の
振
興
及
び
就
労
の

場
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

　

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
令
和
二
年
八
月

に
施
設
一
体
型
小
中
一
貫
教
育
学
校
が
開
校

し
、
令
和
三
年
四
月
か
ら
は
本
格
的
に
義
務

づ
き
、
間
伐
や
森
林
の
適
切
な
管
理
に
必
要

な
作
業
道
の
整
備
及
び
防
鹿
柵
の
設
置
等
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

松
く
い
虫
対
策
に
つ
い
て
は
、
被
害
が
収

束
し
な
い
こ
と
か
ら
、
被
害
木
の
伐
倒
駆
除

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
併
せ
て
予
防
事
業

と
し
て
空
中
散
布
事
業
を
継
続
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
施
工
中
の
林
道
大
沢
線
改
良

工
事
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
住
民
の
日
々
の
活
力
や
賑
わ
い
、
更

に
は
生
き
が
い
づ
く
り
に
繋
げ
る
た
め
、
町

民
農
園
の
早
期
開
園
に
向
け
て
も
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

観
光
業
に
つ
い
て
は
、
本
町
の
賑
わ
い
の

持
続
的
な
創
出
を
図
る
た
め
、
四
季
を
通
じ

た
イ
ベ
ン
ト
を
誘
客
事
業
の
核
と
し
、「
お

な
が
わ
四
季
の
ま
つ
り
実
行
委
員
会
」
の
主

催
に
よ
る
「
お
な
が
わ
み
な
と
祭
り
」
や
、

お
な
が
わ
さ
ん
ま
収
獲
祭
に
変
わ
る
「
お
な

が
わ
秋
の
収
穫
祭
」
な
ど
へ
の
支
援
や
連
携

強
化
を
図
り
な
が
ら
、
観
光
客
の
誘
客
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
に
よ
り
落
ち
込
ん
だ
観
光
客
の
回

復
を
目
指
し
、
宿
泊
事
業
を
中
心
と
し
た
観

光
誘
客
促
進
事
業
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、

風
光
明
媚
な
自
然
を
活
か
し
た
「
み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
」
や
「
牡
鹿
半
島
チ
ャ
レ
ン

ジ
ラ
イ
ド
」
等
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
に
よ

る
滞
在
型
観
光
の
推
進
に
つ
い
て
、
女
川
町

観
光
協
会
及
び
石
巻
圏
観
光
推
進
機
構
と
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

商
工
業
に
つ
い
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

対
す
る
助
成
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
漁
業

従
事
者
の
作
業
効
率
化
や
収
益
の
向
上
等
を

目
的
と
し
た
施
設
等
の
整
備
に
対
す
る
補
助

事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
東
北
大
学
大
学
院
と
連
携
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
マ
ナ
マ
コ
種
苗
の
生
産
技
術

に
関
す
る
研
究
成
果
が
事
業
化
に
繋
が
る
よ

う
、
関
係
者
へ
の
情
報
提
供
な
ど
に
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

更
に
、
観
光
交
流
エ
リ
ア
の
賑
わ
い
づ
く

り
の
た
め
、（
仮
称
）フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ
の

整
備
に
向
け
て
策
定
し
て
い
る
基
本
計
画
に

基
づ
き
、
具
体
的
な
実
施
設
計
に
着
手
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

農
林
業
に
つ
い
て
は
、
二
ホ
ン
ジ
カ
に
よ

る
食
害
等
が
ま
す
ま
す
拡
大
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
猟
銃
に
よ
る
駆
除
を
継
続
す
る
と
と

も
に
、
駆
除
頭
数
の
加
増
に
つ
い
て
県
猟
友

会
石
巻
支
部
等
へ
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
民
間
団
体
が
実
施
す
る
捕
獲
枠
の
拡

充
や
、
有
害
鳥
獣
駆
除
に
対
す
る
町
民
理
解

を
図
る
た
め
、
啓
発
活
動
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

森
林
整
備
に
つ
い
て
は
、
木
材
の
供
給
、

水
資
源
の
か
ん
養
、
災
害
の
防
止
を
は
じ
め
、

自
然
環
境
の
保
全
な
ど
、
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
町
の
豊
か
な
森

林
を
未
来
へ
引
き
継
ぐ
た
め
の
人
材
育
成
や
、

林
業
を
推
進
す
る
各
種
団
体
に
対
し
て
の
支

援
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。
更
に
、
森
林

経
営
管
理
制
度
の
運
用
に
よ
り
、
森
林
整
備

が
必
要
な
区
域
を
調
査
し
特
定
し
た
上
で
、

森
林
所
有
者
の
意
向
も
踏
ま
え
て
策
定
を
進

め
て
い
る
「
経
営
管
理
権
集
積
計
画
」
に
基

ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
の
影
響
が
長
期
化
す

る
中
で
、
幅
広
い
業
種
に
お
い
て
厳
し
い
経
営

が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
及
び
県
の
支
援

制
度
の
対
象
外
と
な
る
町
内
事
業
者
に
対
し

て
も
、
必
要
な
支
援
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま

す
。
そ
の
他
に
も
感
染
状
況
を
注
視
し
な
が

ら
必
要
な
対
策
を
講
じ
て
い
く
と
と
も
に
、
事

業
者
の
商
業
エ
リ
ア
へ
の
本
設
再
建
及
び
新
規

進
出
の
後
押
し
や
景
観
形
成
の
促
進
を
図
る

た
め
、
商
店
街
景
観
形
成
創
出
事
業
を
継
続

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
商
工
業
事
業
者
の

経
営
基
盤
強
化
に
関
す
る
取
組
を
支
援
す
る

た
め
、
中
小
企
業
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
の
周
知

の
ほ
か
、
商
工
会
と
連
携
し
な
が
ら
地
域
商
工

業
振
興
事
業
、
後
継
者
育
成
対
策
事
業
な
ど

を
展
開
し
、
商
工
業
者
の
経
済
活
力
の
向
上

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

雇
用
対
策
と
し
て
は
、
無
料
職
業
紹
介
所

に
て
町
内
企
業
の
求
人
情
報
の
提
供
を
行
う 牡鹿半島チャレンジライド
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令和４年度　施政方針
基本的施策「教育・文化・スポーツ」

　

体
育
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

本
町
ス
ポ
ー
ツ
施
策
の
基
本
と
な
る
ス
ポ
ー

ツ
推
進
計
画
の
策
定
を
進
め
、
町
民
の
体
力

つ
く
り
や
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
の
賑
わ
い

づ
く
り
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
広
場
の
遊
具
改
修

な
ど
運
動
施
設
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め
る

と
と
も
に
、
令
和
四
年
一
月
か
ら
供
用
を
開

始
し
た
女
川
ス
タ
ジ
ア
ム
公
園
を
含
め
た
運

動
施
設
を
有
効
活
用
し
、
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ

へ
の
参
加
機
会
の
拡
充
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

町
誌
編
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
令
和
三
年
度

の
刊
行
を
目
指
し
、
業
務
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
に
よ
る
監

修
に
時
間
を
要
し
た
こ
と
か
ら
、
計
画
を
見

直
し
、
令
和
四
年
度
の
早
期
刊
行
に
向
け
、

鋭
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

と
調
整
を
行
い
な
が
ら
実
現
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

学
校
管
理
下
で
の
安
全
で
安
心
な
教
育
環

境
づ
く
り
で
は
、
安
全
担
当
主
幹
教
諭
を
中

心
に
、「
危
険
を
回
避
す
る
力
」
と
「
他
者

や
社
会
の
安
全
に
貢
献
で
き
る
心
」
を
育
み
、

家
庭
や
地
域
の
協
力
の
も
と
、「
防
災
・
減

災
教
育
」
に
取
り
組
み
、
今
後
も
関
係
機
関

や
家
庭
、
地
域
と
連
携
し
て
、
児
童
生
徒
の

安
全
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
供
を
育
て
る
環
境
づ
く
り
で
は
、
子
供

の
健
や
か
な
成
長
の
基
盤
は
、
何
よ
り
も
家

庭
で
あ
り
ま
す
が
、
少
子
化
や
核
家
族
化
な

ど
家
庭
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
対
応
し
、

保
護
者
の
不
安
や
負
担
の
軽
減
に
配
慮
し
た

相
談
・
支
援
体
制
が
必
要
で
あ
り
、
引
き
続

き
、
家
庭
と
学
校
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
た

協
働
体
制
の
も
と
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

い
じ
め
問
題
へ
の
対
応
に
当
た
っ
て
は
、

い
じ
め
防
止
基
本
方
針
を
も
と
に
、
児
童
生

徒
の
尊
厳
が
守
ら
れ
、
い
じ
め
に
向
か
わ
せ

な
い
た
め
に
必
要
な
人
間
性
や
道
徳
性
、
情

操
を
育
む
た
め
の
教
育
を
充
実
さ
せ
、
未
然

防
止
に
意
を
配
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

児
童
生
徒
が
抱
え
る
悩
み
や
相
談
に
適
切
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
家
庭
や
地
域
、
関
係
機

関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
な
ど
の
専
門
職
を
引
き
続
き
配
置
し
、

指
導
・
相
談
体
制
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

不
登
校
や
心
の
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
児
童

教
育
九
年
間
を
見
通
し
た
小
中
一
貫
教
育
が

ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
小
学
校
と
中
学

校
の
教
員
が
連
携
し
た
指
導
の
も
と
で
、
系

統
的
・
継
続
的
な
教
育
活
動
を
通
し
て
、
児

童
生
徒
が
発
達
段
階
に
応
じ
て
学
ぶ
こ
と
の

意
義
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
が
進
め
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
に
よ
り
、
整
備
し
た
児
童
生
徒
一
人
一

台
の
端
末
機
器
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

学
習
活
動
の
充
実
に
取
り
組
み
、
児
童
生
徒

の
学
習
課
題
へ
の
関
心
を
高
め
、
一
人
ひ
と

り
の
学
習
内
容
の
習
熟
度
に
応
じ
た
指
導
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

将
来
予
測
の
難
し
い
社
会
の
中
で
も
児
童

生
徒
一
人
ひ
と
り
が
志
を
も
っ
て
未
来
社
会

を
切
り
拓
き
、
生
き
抜
く
力
を
身
に
付
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
学
校
、
家
庭
、
地
域

と
の
強
い
連
携
の
も
と
に「
女
川
生
活
実
学
」

の
一
層
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

小
学
校
及
び
中
学
校
段
階
か
ら
グ
ロ
ー
バ

ル
社
会
を
見
据
え
、
伝
統
、
文
化
の
尊
重
と

国
際
理
解
の
心
を
育
む
た
め
、
引
き
続
き
各

校
に
外
国
語
指
導
助
手
を
配
置
し
、
指
導
体

制
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

児
童
生
徒
の
学
力
、
体
力
な
ど
の
向
上
に
向

け
た
き
め
細
や
か
な
指
導
に
資
す
る
た
め
補

助
教
員
を
引
き
続
き
配
置
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
校
舎
整
備
に
御
支
援
を
い
た
だ
い
た
カ

タ
ー
ル
国
と
の
交
流
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
が
収
束
に
至
ら
ず
、

関
係
者
に
よ
る
同
国
へ
の
表
敬
訪
問
や
子
供

た
ち
の
交
流
事
業
の
見
通
し
が
立
っ
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
引
き
続
き
カ
タ
ー
ル
国
関
係
者

生
徒
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
女
川
町
子
ど

も
の
心
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス
や
不
登
校
等
児
童
生

徒
学
び
支
援
教
室
を
中
心
に
、
子
供
た
ち
が

安
心
し
て
通
え
る
居
場
所
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
心
の
ケ
ア
が
必
要
な
子
供
や
保
護
者

の
相
談
な
ど
支
援
体
制
を
充
実
さ
せ
、
子
供

た
ち
の
教
育
機
会
を
確
保
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
別
な
配
慮
を
要
す
る
児
童
生
徒
へ
の
教

育
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ
と
り
の
教

育
的
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
し
た
き
め
細
か

な
教
育
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
支
援
体

制
の
充
実
を
図
り
、
社
会
参
加
と
自
立
の
基

礎
を
培
う
特
別
支
援
教
育
の
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

文
化
・
芸
術
活
動
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
も
実
施
可
能
な
内
容
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
、
文
化
協
会
関
係
者
や
文
化
芸

術
支
援
団
体
と
連
携
し
、
町
民
音
楽
会
や
芸

術
鑑
賞
会
の
開
催
や
手
作
り
感
の
あ
る
町
民

文
化
祭
を
開
催
す
る
な
ど
、
誰
も
が
文
化
や

芸
術
に
親
し
み
、
楽
し
め
る
環
境
づ
く
り
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

文
化
財
事
業
に
つ
い
て
は
、
文
化
財
の
活

用
を
進
め
る
と
と
も
に
、
保
存
や
保
護
に
つ

い
て
も
引
き
続
き
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
江
島
法
印
神
楽
な
ど
、
無
形
文
化
財
の

普
及
伝
承
活
動
団
体
へ
の
支
援
を
継
続
い
た

し
ま
す
。

　

図
書
館
事
業
に
つ
い
て
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
な
ど

様
々
な
媒
体
を
活
用
し
情
報
提
供
に
努
め
る

と
と
も
に
、
更
な
る
資
料
の
充
実
を
図
り
、

誰
も
が
気
軽
に
読
書
に
親
し
む
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

女川スタジアム公園
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町
の
予
算
は
、
町
民
み
な
さ
ん
の
税
金

や
国
・
県
の
補
助
金
な
ど
を
さ
ま
ざ
ま
な

町
の
課
題
に
対
し
て
効
果
的
に
分
配
し
、

有
効
に
活
用
し
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度

一
般
会
計
の
当
初
予
算
は
、
１
０
５
億
２
４

０
０
万
円
で
昨
年
度
と
比
較
し
て
５
億
８

４
０
０
万
円
の
増
額（
約
６
％
増
）と
な
り

ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
当
初
予
算
の
主
な
増
加
要

因
は
、
旧
女
川
第
一
小
学
校
の
解
体
工
事

費
や
跡
地
へ
の
公
共
施
設
整
備
の
た
め
の

事
業
費
の
ほ
か
、
浦
宿
一
区
と
上
二
区
集
会

所
の
建
替
え
に
よ
る
も
の
が
主
な
要
因
で

す
。
一
方
で
、
防
災
広
報
無
線
の
デ
ジ
タ

ル
化
工
事
が
完
了
し
た
こ
と
で
災
害
復
旧

事
業
費
が
大
き
く
減
額
と
な
っ
た
ほ
か
、

令
和
４
年
度
へ
一
部
繰
越
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
女
川
ス
タ
ジ
ア
ム
周
辺
整
備
工
事
等

の
体
育
施
設
関
係
の
事
業
費
も
減
額
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
令
和
４
年
度
か
ら
、
下
水
道
事

業
特
別
会
計
と
浄
化
槽
事
業
特
別
会
計
を

統
合
し
、
下
水
道
事
業
会
計
へ
移
行
し
て

お
り
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
国
庫
支
出
金
が
約
５
億
円

の
増
額
、
繰
入
金
が
約
４
億
円
の
減
額
と

な
り
ま
し
た
。

一般会計予算約６億円増額

総額105億2千4百万円

特別会計
地方卸売市場特別会計 7,160万円
国民健康保険特別会計 8億　366万円
後期高齢者医療特別会計 1億　 42万円
介護保険特別会計 8億7,484万円
下水道事業特別会計 廃止
浄化槽事業特別会計 廃止

公営企業会計
上水道事業会計 7億1,391万円
下水道事業会計 5億1,966万円
※�予算額＝経常費用－（減価償却費＋資産減耗費+
特別損失）＋資本的支出

令和４年度 一般会計当初予算 内訳

令和４年度　女川町の

一般会計当初予算

区　分 令和４年度
（当初予算）

令和３年度
（当初予算） 増減額

国庫支出金 27億9,222万円 22億4,017万円 5億5,205万円
繰 入 金 18億5,871万円 22億6,499万円 △4億　628万円
県 支 出 金 5億7,042万円 3億8,441万円 1億8,601万円
町 税 31億3,129万円 32億　752万円 △7,623万円
地方交付税 1億3,574万円 7,839万円 5,735万円
そ の 他 20億3,562万円 17億6,452万円 2億7,110万円
合　計 105億2,400万円 99億4,000万円 5億8,400万円

区　分 令和４年度
（当初予算）

令和３年度
（当初予算） 増減額

総 務 費 29億9,158万円 14億5,728万円 15億3,430万円
土 木 費 25億　914万円 28億9,354万円 △3億8,440万円
災害復旧費 6万円 2億1,244万円 △2億1,238万円
衛 生 費 13億3,286万円 11億9,012万円 1億4,274万円
民 生 費 10億6,812万円 11億5,283万円 △8,471万円
そ の 他 26億2,224万円 30億3,379万円 △4億1,155万円
合　計 105億2,400万円 99億4,000万円 5億8,400万円

◆主な内訳の増減

◆主な内訳の増減

歳入

歳出

繰入金
18億5,871万円

地方交付税
1億3,574万円

総務費
29億9,158万円

土木費
25億　914万円

民生費
10億6,812万円

衛生費
13億3,286万円

災害復旧費
6万円

その他
26億2,224万円

国庫支出金
27億9,222万円

町税
31億3,129万円

県支出金
5億7,042万円�

その他
20億3,562万円

歳入
105億
2400万円

歳出
105億

 2400万円

各グラフ・表の数値は四捨五入しているため、合計と一致しないことがあります。
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イ ベ ン ト 案 内

快適で安定した心を作りませんか？　ヨガ教室
　呼吸法を学習することで活力と集中力が増すとともに、ポーズで体の歪みが矯正され、柔軟性や
体力が向上する効果が期待できるヨガ。みなさんもこのヨガを通して、快適で安定した心を作りま
せんか？しなやかで丈夫なカラダに変わることで、骨と関節も柔軟に鍛えられるため、骨粗しょう
症や関節痛の予防にもなります。
◆開催日時　６月７・21日、７月５・19日、８月９・23日
　　　　　　９月６・20日、10月４・18日、11月1・15日
　　　　　　（火）全12回　午前10時30分～11時30分
◆場　　所　女川町総合体育館　柔道場
◆対 象 者　町　民　※定員20名
◆講　　師　社団法人国際ホリスティックセラピー協会（IHTA）認定
　　　　　　ヨガインストラクター　坂本佳那　先生
◆受 講 料　１講習500円　※受講料は、１講習毎に徴収。
◆託　　児　託児希望者は、開催日の一週間前まで
◆申込方法　総合体育館窓口か下記に申込み。
◆申込み・問合せ先　女川町総合運動場　☎53-3151

託児ありま
す

※１回目は

５月31日ま
で

申込み

　宮城県選挙管理委員会主催で審査が行われた
第14回明るい選挙啓発標語作品3,526点の中から、
女川中学校２年（当時１年）の髙橋勇翔（たかはしは
やと）さんの作品が優秀賞として入賞されました。
　本町からは女川小学校44点、女川中学校30点と
たくさんの応募をいただきました。
　３月１日（火）に宮城県選挙管理委員会に代わって、
女川町選挙管理委員会の小野寺委員長から賞状と
記念品を贈呈しました。

明るい選挙啓発標語作品 優秀賞！ 「未来のため 自分ができる 一票を」

５月５日こどもの日開催
参加費無料みんなの

スポーツフェスティバル
開催場所：女川スタジアム
開催時間：午前 10時～午後 3時
　　　　　参加対象は町内外問わず、どなたでもOK!!
内　　容：サッカー、ディスゲッター、エアドームなど

◆主催　女川町教育委員会教育局
◆お問い合わせ先　女川町総合運動場　TEL０２２５-５３－３１５１
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春の地域安全運動実施

図書館では利用者の皆様の健康と安全を考え、感染症の拡大予防に努めています。ご不便をおか
けしますが、ご理解とご協力をよろしくお願いします。

５月の女川つながる図書館情報
今月のおすすめ一般書
◆一度きりの大泉の話／萩尾望都
◆みんな、本当はおひとりさま／久本雅美
◆伝説の家政婦沸騰ワード10レシピ／タサン志麻
◆李王家の縁談／林真理子
◆怪物／東山彰良
今月のおすすめ絵本・児童書
◆どすこいすしずもう／アンマサコ
◆かいけつゾロリのレッドダイヤ／原ゆたか
◆鎌倉人物伝　北条義時／加来耕三

◆開館時間　月～金：午前10時～午後８時
　　　　　　土日祝：午前10時～午後５時
◆休 館 日　毎月最終水曜日／年末年始

本は10冊まで２週間、ＤＶＤは２本まで１週間の貸出
ができます。初めて本を借りる場合は身分証明（免許
証や保険証）を持参ください。

人気漢方家がわかりやすく教
える「おうち健診」と「ゆる
ゆる養生」本書で紹介する養
生法は、食養生を中心とする
簡単なものばかり。

顔を見るだけで不調と養生法がわかる

「漢方的おうち健診」
櫻井大典 著

注

目

の

本

　不法投棄は自然環境等の破壊につながりかねず、自然豊かな
女川町を未来に継承するためにも絶対に許してはいけません。
　近年、女川町内において、生活ごみや事業系廃棄物の不法
投棄が後を絶たないことから、町では監視カメラを設置したり、
宮城県や警察と連携のうえ巡回パトロール等を実施したりして
おり、発見した場合は直ちに警察へ通報し捜査を依頼していま
す。また、不法投棄には法律で禁止された罰則規定があり、個
人は５年以下の懲役若しくは１千万円以下の罰金または併科、
法人では３億円以下の罰金が科される場合があります。

【不法投棄をみかけたら】⇒	警察に110番通報してください。
※	危険ですので、行為者に近づいたり、撮影や追跡をしたりしないでください。

【私有地に不法投棄されてしまった場合】⇒	他人の違法行為により不法投棄された廃棄物であっ
ても、投棄者が見つからない限り、その土地管理者自らの責任で処理しなければなりません。
　不法投棄を防ぐためにも、看板や囲いを設けるなど、みだりに立ち入りできない管理地である
ことを主張しましょう。
　町民一体となって、不法投棄は「しない」「させない」「許さない」
という意識を持ち、不法投棄をなくしましょう。
◆問合せ先　役場町民生活課環境係
　　　　　　☎54-3131内線163・164

不法投棄は犯罪です！！

廃棄物の処理及び清掃に関する法律
　第５条　土地又は建物の占有者（又は
管理者）は、その占有し、又は管理する
土地又は建物の清潔を保つように努め
なければならない。

　今年も４月15日(金)から同年５月14日(土)までの間、春の地域安全運動
が実施されます。
　新生活や新学期がスタートするこの時期は、新入学児童等に対する見守り活動を強化する必要が
あることや、無施錠等による侵入犯罪、自転車の盗難被害も多発傾向にあります。
　また、行楽期には、留守家庭を対象とした空き巣や暴力事犯、少年非行事案等の多発も予想され
ることから、このような被害に遭わないために、下記運動の重点をよく確認したうえで、特にすぐ
対策ができる自宅の戸締りや自転車防犯登録やツーロック施錠等の盗難防止対策は積極的に実施し
ましょう！
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令和５年４月１日採用予定

女川町職員を
募集します

◆採用予定人数　いずれも若干名　　
◆試験日・場所　令和４年７月10日（日）午前10時～
　　　　　　　　TKPガーデンシティ仙台（仙台市青葉区中央1-3-1　AER21階）
� （５月２日付けの募集告示、女川町公式ウェブサイトに掲載または配布する募集要項でご確認ください）
◆試験の方法・内容　【第１次試験】教養試験、性格特性検査
　　　　　　　　　　【第２次試験】作文試験、人物試験、健康診断、資格調査
◆受付期間　５月２日（月）～６月９日（木）　※平日の午前８時30分～午後５時15分
　※郵便申込みの場合は申込み期限日の午後5時15分までに到着したものまで受付。
　　「特定記録郵便」など、確実な方法でお申し込みください。
◆申込書請求先　〒986-2265�女川町女川一丁目１番地１　女川町役場総務課
　※�郵便での請求は、封筒の表に「職員採用統一試験申込書請求」と朱書きし、必ず宛先明記のうえ、120円切手

を貼付した封筒を同封してください。
◆提出書類等　申込書１部、履歴書１通（郵便提出の場合は受験票返送用の84円切手を必ず同封のこと）
◆問合せ先　役場総務課総務係　☎54-3131内線211

◆試験区分・職種・職務内容・受験資格

※�受験資格を満たしていない、欠格事項に該当する等、申込書に事実と異なる記載をした場合は、合格を取
り消すことがあります。

女川の未来
に

みなさんの

若い力を！

配達承ります！
寿司､ 丼物､

刺身盛り合わせ､ 鮮魚､ 加工品など
　　　　お気軽にお問い合わせください！

従
業
員
募
集
中

広告

試験区分 職種 職　務　内　容 受　験　資　格

上　級
（大学

卒業程度）
保健師

保健師として、技術的・専門的な業務に
従事しますが、行政事務、日直などの業
務にも従事し、施設勤務および災害発生
時には深夜勤務になることもあります。

平成５年４月２日以降に生まれ、
保健師の資格を有する者または取
得見込みの方

上　級
（大学

卒業程度）
土　木

道路、橋梁、河川および公園等の設計並
びに施工管理等の技術的・専門的業務に
従事しますが、行政事務、用地交渉、施設
管理、宿日直等の業務にも従事し、災害発
生時には深夜勤務になることもあります。

平成５年４月２日以降に生まれ、
土木系学科を卒業した方または卒
業見込みの方並びに大学卒業程度
の能力を有すると認められる方

中　級
（短期大学
卒業程度）

保育士
保育業務に従事しますが、行政事務にも
従事し、施設勤務および災害発生時には
深夜勤務になることもあります。

平成５年４月２日以降に生まれ、保
育士師資格および幼稚園教諭免許
を有する者または取得見込みの方
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“わが家は地震に大丈夫？”
　町では、木造住宅の耐震診断・耐震改修工事等に対して助成を行って
います。ご自宅の安全性を確認するための耐震診断や必要に応じて耐震
補強に必要な費用を助成します。

　希望する方からの申込みにより「耐震診断士」を派遣し、耐震診断の
実施や耐震改修計画案の作成など、耐震対策を支援するものです。
◆対象となる住宅
町内にある昭和56年５月31日以前着工の戸建住宅で、木造在来軸組
工法または枠組壁工法による木造平屋建てから３階建までの住宅

◆自己負担額　住宅の延床面積200m²以下�8,400円	※200m²超は、70m²ごとに自己負担額10,500円が加算

① 木造住宅耐震診断助成事業 ※募集件数３件

※募集件数２件

　木造住宅耐震診断助成事業の耐震診断を実施後に作成された改修計画を基に行う住宅の工事等費用
の一部を助成します。
◆補助金額　①住宅の耐震化工事に要する費用の５分の４以内（上限額100万円）
　　　　　　②	県内に本店か支店を有する建設業者が施工した場合でリフォームを含む場合には、上

乗せ補助金を利用することができる場合があります。（上限額10万円）

② 木造住宅耐震改修工事助成事業

耐震
診断
助成のお知らせ

※募集件数20件

　通学路等に面したブロック塀等の倒壊による事故を未然に防止するため、危険度の高いブロック塀
などを取り除いて、安全を確保する工事費用の一部を助成するものです。また、ブロック塀などを取
り除いた場所に生け垣やフェンスなどを設置する設置費用の一部も助成します。
◆補助対象
次のすべてに該当するコンクリートブロック造、石造、れんが造、その他組積造による塀や門柱を
取り除く工事。
・通学路等に面したブロック塀等
・道路からの高さ1メートル（擁壁上の場合は0.6メートル）以上のもの
・町が行ったブロック塀等の調査において、「特に問題なし」判定以外のもの

◆補助金額
・	ブロック塀を取り除いた工事費用（取り除いた後にフェンスを設置した場合はその費用を含む）の
３分の２、または取り除いた危険ブロック塀の総延長に1メートル当たり８万円を乗じた額の３分
の２のいずれか低い額（上限額30万円）

◆申込期間　
令和５年１月31日（火）まで　※令和５年２月３日（金）までに完了することが確実な住宅に限ります。
各事業の詳細は、町公式ウェブサイトをご覧いただくか、建設課建築係・庶務係にお問い合わせく
ださい。

◆問合せ先　
　役場建設課	☎54-3131　建築係・庶務係	内線271・272

③ 危険ブロック塀等除却事業

ニホンジカの駆除にご協力ください！
　農作物および森林の被害を防止するため、工事関係車
両の通行が少ない土・日曜日を中心に下記の日程で猟銃
による鹿の駆除を行います。森林には近寄らないように
ご協力をお願いします。
曜日 水 金 土 日

５月 ４日 ― ７、21日 １、８、15、
22、29日

５月29日（日）まで

◆実施場所　離島を除く女川町内
◆実施時間　日の出～日没　※雨天決行
◆問合せ先　役場産業振興課農林係
　　　　　　☎54-3131内線661
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　《参事・技術参事・課長補佐》
総務課参事併選挙管理委員会書記次長 髙　橋　義　晴
総務課参事兼公民連携室長 青　山　貴　博
企画課参事 千　葉　泰　広
町民生活課技術参事兼住宅係長 三　浦　　　浩
健康福祉課参事兼地域医療係長兼保健セ
ンター副所長兼地域包括支援センター副
所長兼地域福祉センター副所長

阿　部　直　子

建設課技術参事 小　林　貞　二
上下水道課参事兼庶務係長 木　村　　　司
産業振興課参事兼農林係長兼地方卸売市
場管理事務所副所長 新　田　　　太

会計課参事 阿　部　洋　悦
監査委員書記併議会事務局次長 田　浦　嘉　則
企画課長補佐兼防災係長 櫻　井　政　徳
税務課長補佐 木　村　匡　志
町民生活課長補佐兼国保年金係長 遠　藤　且　佳
クリーンセンター副所長兼施設係長 木　村　昭　浩
健康福祉課長補佐兼子育て支援係長兼
放課後児童クラブ副所長 木　村　明　宏

しおかぜ保育所主任保育士 本　田　真由美
しおかぜ保育所主任保育士 中　嶋　圭　子
第四保育所主任保育士 千　葉　美由紀
教育局次長兼町誌編さん室副室長兼
心のケアハウス副所長兼学校給食共同調
理場副所長

千　葉　一　志

教育局次長兼生涯学習センター副所長兼
勤労青少年センター副所長 千　葉　英　貴

女川町職員人事異動
町では、令和４年4月1日付けで職員の人事異動を次のとおり発令しました。

役　　　　　職 氏　　名

《課長・局長等》
総務課長併選挙管理委員会書記長 三　浦　久　嗣
企画課長 阿　部　　　豊
上下水道課長 鈴　木　和　順
教育局長兼町誌編さん室長兼心のケアハ
ウス所長兼学校給食共同調理場所長兼生
涯学習センター所長兼勤労青少年セン
ター所長兼総合運動場所長兼女川スタジ
アム所長

阿　部　　　恵

役　　　　　職 氏　　名

《主幹・技術主幹・係長・主査・技術主査》
総務課主幹兼財政係長 鈴　木　一　弘
総務課主幹兼管財係長 阿　部　孝　雄
総務課主幹兼公民連携室係長 小　山　幸　宏
健康福祉課技術主幹兼健康対策係兼
保健センター勤務 木　村　るみ子

建設課技術主幹兼漁港係長 佐　藤　友　希
上下水道課主幹兼業務係長 川　西　恵　一
上下水道課技術主幹兼上水道係長兼
下水道係長 髙　橋　崇　介

教育局主幹兼学務係長 我　妻　裕　美
教育局主幹兼生涯学習係長兼生涯学習セ
ンター勤務兼勤労青少年センター勤務 草　野　修一朗

企画課統計係長 齋　藤　真　希
企画課定住・土地利用係長 阿　部　和　宏
税務課税務係長 木　村　美　佳
町民生活課環境係長兼火葬場担当 木　村　浩　吉
健康福祉課健康対策係長 千　葉　仁　美
地方卸売市場管理事務所市場管理係長 勝　又　正　興
教育局総務係長 髙　橋　秀　幸
教育局体育振興係長兼総合運動場体育指
導係長兼総合運動場勤務 後　藤　雄　喜

総務課主査兼総務係 木　村　　　彩
選挙管理員会書記併総務課主査兼総務係 阿　部　さおり
税務課主査兼納税係 阿　部　達　至
町民生活課主査兼住民登録係 平　坂　麻　耶
町民生活課主査兼住宅係 戸　板　智　子
健康福祉課技術主査兼健康対策係兼
保健センター勤務 田　守　未　来

健康福祉課付技術主査 小野寺　香　織
しおかぜ保育所技術主査兼保育士 吉　田　聡　子
第四保育所技術主査兼保育士 遠　藤　智　美
建設課技術主査兼土木係兼建築係 木　村　智　美
建設課技術主査兼漁港係 佐々木　一　成
上下水道課技術主査兼上水道係 片　倉　卓　也
上下水道課技術主査兼下水道係 遠　藤　　　智
教育局主査兼体育振興係兼
総合運動場体育指導係兼総合運動場勤務 小　松　桂　子
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役　　　　　職 氏　　名 役　　　　　職 氏　　名

《主事・技師・保育士》
総務課財政係 内　海　直　希
総務課財政係兼管財係 末　永　藻　衣
総務課秘書広報係 高　橋　　　慧
総務課付 阿　部　　　望
企画課企画調整係 佐々木　裕　二
企画課情報推進係兼統計係 久　野　元　己
税務課税務係 齊　藤　舜　弥
税務課納税係兼税務係 阿　部　健　人
町民生活課環境係 森　　　光　希
健康福祉課子育て支援係 阿　部　和　己
健康福祉課健康対策係兼地域医療係 小　山　悠　平
第四保育所保育士 阿　部　沙　恵
上下水道課庶務係 勝　又　真　弓
上下水道課上水道係兼下水道係 阿　部　庄　太
上下水道課業務係 後　藤　健太郎
教育局総務係兼学務係 松　川　絵里香
教育局生涯学習係兼生涯学習センター勤
務兼勤労青少年センター勤務 竹　谷　悦　郎

教育局体育振興係兼総合運動場
体育指導係兼総合運動場勤務 川　田　大　夢

≪職員派遣≫
総務課付主幹福島県双葉町派遣 土　井　英　貴
総務課付宮城県後期高齢者医療広域連合
派遣 宮　川　直　喜

総務課付熊本県美里町派遣 佐　藤　俊　輔

≪再任用職員≫
税務課長補佐兼納税係長 小海途　　　聡
教育局次長（体育振興担当）兼総合運動
場副所長兼総合運動場勤務兼女川スタジ
アム副所長

中　嶋　憲　治

学校給食共同調理場調理員 橋　　　真　弓
総務課長補佐 柳　沼　利　明
町民生活課長補佐 和　田　篤　朗
町民生活課主幹兼環境係長 遠　藤　哲　也
子育て支援センター副所長兼
健康福祉課技術主幹兼子育て支援係 高　橋　瑞　枝

《任期付採用職員》
企画課情報推進係長 武　田　秀　一
クリーンセンター主査兼施設係兼
町民生活課主査兼環境係 及　川　　　優

建設課長補佐（土木担当） 菅　原　幸　浩
企画課長補佐（情報推進担当） 中　野　謙　一
町民生活課主査兼生活支援係 平　塚　宏　美
健康福祉課福祉係兼
地域福祉センター管理係 鈴　木　　　諒

産業振興課主査兼観光係 山　内　　　恵

≪3月31日付退職≫
総務課長併選挙管理委員会書記長 小海途　　　聡
生涯学習課長兼生涯学習センター所長兼
勤労青少年センター所長兼
総合運動場所長

中　嶋　憲　治

学校給食共同調理場調理師 橋　　　真　弓
総務課管財係主事 佐　藤　渉　太
第四保育所保育士 直　江　未　来

《派遣等採用職員》　（　）は派遣元
教育局次長兼指導主事
（宮城県教育委員会） 田　中　浩　司

教育局次長兼社会教育主事
（宮城県教育委員会） 吉　田　友　香

企画課原子力対策係兼防災係
（熊本県美里町） 大　原　佳　恵

企画課定住・土地利用係復興支援専門員
（復興庁復興支援専門員） 萩　原　正　幸

産業振興課農林係復興支援専門員
（復興庁復興支援専門員） 中　村　和　裕

総務課公民連携室公民連携推進員
（独立行政法人都市再生機構） 山　本　将太郎

2022
NEW
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　申告相談や電話での回答が困難な相談内容（具体的に書類や、事
実関係を確認する必要がある場合など）は、税務署でお受けします
ので、事前に電話で相談日時を予約してください。
◆電話番号　石巻税務署(代表)
　☎22-4151　(土日祝日および年末年始を除く午前８時30時～午後５時)

◆�電話後の流れ　
　①�音声案内に従い、２を選択後、石巻税務署職員が応答しますので、「面接相談の事前予約
である旨」お伝えください。
②職員が氏名、住所、相談内容などをお伺いし、予約を受け付けます。
③相談日に必要な書類などをお伝えしますので、相談日当日ご持参ください。
　なお、制度や法令等の解釈・適用についての一般的な相談は、石巻税務署に電話後音声案
内で１を選択することで、電話相談センターへつながります。

石巻税務署から
相談の事前予約
のお願い

　納税通知書は５月中旬に郵送します。納期限までに忘れず納
付しましょう。
　金融機関、コンビニエンスストア、各県税事務所の窓口での
納付のほか、インターネットを利用したクレジットカード納付や
ペイジーも利用できます。また、今年度からはスマートフォン
決済も利用できるようになりました。

　口座振替の方は、５月31日（火）に振り替えられますので、前日までに口座残高の確認をお願い
します。また、納税証明書は大切に保管してください。納税についてのご相談は随時行っています。
◆問合せ先　宮城県東部県税事務所（石巻市あゆみ野五丁目７番地）
　○課税（税額・減免）に関すること………課税第一班　☎９５－１４１３
　○納税相談に関すること…………………納税第一班　☎９５－１５２０
　○納付方法・納税証明書に関すること…納税第二班　☎９８－３４１０

令和４年度自動車税
種別割の納期限は
５月31日（火）です!!

◆問合せ先・申請先　役場企画課定住・土地利用係　☎54-3131内線233・234

①女川町定住促進事業補助金
　町内に新築・中古住宅の取得、または既存住宅の建て替えを行い、以後10年以上、定住する方
に対して、最大300万円（土地購入して住宅新築した場合）を補助します。

②女川町造成宅地擁壁整備工事補助金
　町が防災集団移転促進事業などで整備した宅地に住宅を建築する際、宅地内の高低差対策や土砂
の流出を防ぐために擁壁整備工事を行った場合、工事経費の２分の１相当額（上限額100万円）を補
助します。

③女川町緑のまちづくり助成金
　緑化整備による景観に優れたまちづくりを推進するため、庭先へのシンボルツリーの植樹や芝の
植え付けなど、対象となる緑化整備工事を実施した場合、最大20万円を補助します。

　町では、町内に建物を建築または購入した方へ、各種支援制度による住宅建築や宅地整備の負担
軽減を図っています。窓口は役場企画課定住・土地利用係です。

住宅関連支援制度のご案内
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　４月１日から９月30日（金）まで、子どもたちの帰宅コールの時刻が変わります。「帰宅・安全指
導放送」を下記のように流しますので、子どもたちへの声がけをお願いします。
◆放送時間　午後５時30分ごろ
◆アナウンス　女川小学校放送委員会　４～６月 福原義智さん（６年）　７～９月 紺野咲季さん（６年）
◆Ｂ Ｇ Ｍ　「♪ふるさとの潮風」　作曲・作成　元女川第六小学校教諭　佐々木淳先生

子どもたちの帰宅コールの時刻が変わります

令和４年「手作り講座」 参加者
募集

手作りの楽しさを体験してみませんか？　
５回全部でも、１回だけの参加でも、どちらでも申し込みできます。
　　　　　　　※３・４回目に関しては、２回参加で作品完成します。

●第１回「苔テラリウム」
　６月18日（土）　材料費 2,000円

●第２回「トンボ玉を作ろう」
　７月９日（土）　材料費 3,000円

広告

定員10名

◆時　　間　午前10時～正午　　◆場　　所　まちなか交流館

◆応募締切　５月20日（金）　※定員になり次第〆切となります
◆申 込 先　TELでの申込みとなります。
　女川町教育委員会教育局　生涯学習係　☎54-3131内線423

●第５回「お花好きさんのための
　　　　　贅沢にお花を使ったカスミソウリース」
　10月15日（土）　材料費 2,000円

●第３回「スペインの白粘土で作る
　　　　　　　　　オリジナル小物」Part ①　 粘土で形を作ります

　８月６日（土）　材料費 2,000円

●第４回「スペインの白粘土で作る
　　　　　　　　　オリジナル小物」Part ②　 色付けをします

　９月３日（土）　材料費 2,000円
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サ
ン
・
フ
ァ
ン
館

◆
問
合
せ
先　
サ
ン
・
フ
ァ
ン
館

企
画
広
報
課
☎
24

－

２
２
１
０

●
貸
費
学
生

◆
応
募
資
格　
大
学
の
理
学
部
・

工
学
部
の
３・４
年
次
等

◆
受
付
期
限　

６
月
１
日（
水
）～
11
月
11
日（
金
）

◆
試
験
日　
12
月
３
日（
土
）

◆
問
合
せ
先　
自
衛
隊
宮
城
地
方

協
力
本
部　

石
巻
地
域
事
務
所

（
東
松
島
市
赤
井
字
鷲
塚
１-

６
）

☎
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
83

－

６
７
８
９

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
２
2

　
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
は
、
東
日
本
大

震
災
か
ら
の
復
興
支
援
の
一
環
と

し
て
東
北
の
「
今
」
を
伝
え
る
写

真
を
募
集
し
ま
す
。
ま
た
、
日
本

全
国
の
Ｕ
Ｒ
団
地
に
住
む
人
々
の

「
今
」
を
伝
え
る
写
真
も
同
時
に

募
集
し
ま
す
。「
く
ら
し
の
中
で

の
息
づ
か
い
や
、
人
々
の
想
い
」

の
詰
ま
っ
た
１
枚
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

◆
募
集
期
間　
５
月
31
日(

火)

ま

で　
※
消
印
有
効

◆
賞　
大
賞（
商
品
券
10
万
円
分
）

な
ど

◆
応
募
方
法　
メ
ー
ル
ま
た
は
郵

送
。
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
も
募
集

し
て
い
ま
す
。

◆
審
査
結
果　
８
月
下
旬
に
Ｕ
Ｒ

都
市
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
表

し
ま
す
。

◆
応
募
先
な
ど　

　
詳
し
く
は
こ
ち
ら

28
歳
未
満
の
方
）

「
一
般
・
院
卒
者
」
…
20
歳
以
上

28
歳
未
満
の
修
士
課
程
修
了
者
等

（
見
込
含
）

「
歯
科
・
薬
剤
科
」
…
専
門
の
大

卒（
見
込
含
）で
20
歳
以
上
30
歳
未

満
の
方（
薬
剤
科
は
20
歳
以
上
28

歳
未
満
の
方
）

◆
受
付
期
限

６
月
16
日（
木
）

◆
試
験
日　

６
月
25
日（
土
）（
一
次
試
験
）

●
一
般
曹
候
補
生(

第
１
回)

◆
応
募
資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未

満
の
方

◆
受
付
期
限

５
月
10
日（
火
）

◆
試
験
日　

５
月
20
日（
金
）～
29
日（
日
）

※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま
す
。

●
技
術
幹
部
・
曹

　
（
海
お
よ
び
空
）

◆
応
募
資
格　
「
幹
部
」
…
大
卒

以
上
の
方
で
、
応
募
資
格
に
定
め

ら
れ
た
学
部
・
専
攻
学
科
等
を
卒

業
後
、
２
年
以
上
の
業
務
経
験
の

あ
る
方

「
曹
」
…
20
歳
以
上
の
方
で
、
国

家
免
許
取
得
者
等

※�

詳
し
く
は
石
巻
地
域
事
務
所
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
期
限　
５
月
20
日(

金)

◆
試
験
日　

「
幹
部
」
…
６
月
20
日（
月
）

「
曹
」
…
６
月
17
日（
金
）

女
川
町
企
業
立
地

優
遇
制
度

　
町
内
に
事
業
所
を
立
地
ま
た
は

増
設
す
る
事
業
者
に
対
し
、
条
件

を
満
た
し
た
場
合
、
奨
励
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

　
奨
励
金
の
交
付
に
あ
た
り
、
対

象
事
業
者
と
し
て
の
指
定
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
申
請
方
法

や
奨
励
金
の
内
容
な
ど
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
お
問
合
せ
い
た
だ
く

か
、
女
川
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
指
定
申
請
に
つ
い
て　
事
業
所

で
事
業
を
開
始
す
る
日
の
30
日
前

ま
で
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
先　

役
場
企
画
課
定

住
・
土
地
利
用
係

☎
54

－

３
１
３
１　

内
線
２
３
３
、２
３
４

自
衛
官
募
集

採
用
情
報

●
自
衛
官
候
補
生

◆
応
募
資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未

満
の
方

◆
受
付
期
限　

年
間
を
通
じ
て

行
っ
て
い
ま
す
。

●
幹
部
候
補
生(
第
２
回)

◆
応
募
資
格　

「
一
般
・
大
卒
程
度
」
…
22
歳
以

上
26
歳
未
満
の
方（
20
歳
以
上
22

歳
未
満
の
方
は
大
卒（
見
込
含
）、

修
士
課
程
修
了
者
等（
見
込
含
）は

町
民
バ
ス

５
月
の
運
休
日

　
町
民
バ
ス
は
、
月
～
金
曜
日
ま

で
の
ほ
か
、
第
２
・
第
４
土
曜
日

と
そ
の
翌
日
の
日
曜
日
も
運
行
し

て
い
ま
す
。

◆
５
月
の
運
休
日（
運
行
し
な
い
日
）

１
日（
日
）、
７
日（
土
）、

８
日（
日
）、
21
日（
土
）、

22
日（
日
）

◆
運
賃　
無
料

※�

し
ば
ら
く
の
間
、
町
民
バ
ス
の

試
験
運
行
を
続
け
ま
す
の
で
、

そ
の
間
運
賃
は
無
料
で
す
。

サ
ン
・
フ
ァ
ン
館

５
月
の
イ
ベ
ン
ト
！

●�

ミ
ニ
企
画
展
「
牡
鹿
半

島
・
海
と
浜
の
〝
続
〟

ト
リ
ビ
ア
10（TEN

）」

　
海
に
関
わ
る
独
特
の
文
化
を
育

ん
で
き
た
牡
鹿
半
島
。サ
ン・フ
ァ

ン
館
で
は
令
和
３
年
９
月
～
12
月

に
開
催
し
好
評
を
博
し
た
「
牡
鹿

半
島
・
海
と
浜
の
ト
リ
ビ
ア
10

（TEN

）」
の
続
編
が
登
場
！
魚

や
動
物
に
ま
つ
わ
る
不
思
議
な
お

話
、
漁
師
さ
ん
の
知
恵
な
ど
新
た

な
視
点
か
ら
牡
鹿
の
魅
力
を
ひ
も

と
き
ま
す
。

※�

期
間
中
、
一
部
資
料
の
入
れ
替

え
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
開
催
日
時　
５
月
30
日（
月
）ま

で
の
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

30
分（
最
終
入
館
30
分
前
）

Information

５月のお　　らせ知※�イベントは、新型コロナウイルス感染症の
影響で中止になる場合もあります。
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Information

女川町役場　☎54-3131（電話交換手に部署名もしくは内線番号をお伝えください）

盲
ろ
う
者
通
訳
・
介

助
員
養
成
講
座
受
講

生
募
集

　
盲
ろ
う
者（
目
と
耳
の
両
方
に

障
害
の
あ
る
方
）の
移
動
や
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
サ
ポ
ー

ト
を
行
う
方
々
を
養
成
し
ま
す
。

◆
対
象　
県
内
に
お
住
い
の
方
で

講
座
修
了
後
、
盲
ろ
う
者
通
訳
・

介
助
員
と
し
て
活
動
で
き
る
方

◆
人
数　
16
名
程
度

◆
日
時　
全
10
日
間（
23
講
座
45

時
間
）

６
月
30
日（
木
）～
11
月
10
日（
木
）

ま
で
の
全
10
日
間

主
に
木
曜
日

◆
場
所　
宮
城
県
聴
覚
障
害
者
情

報
セ
ン
タ
ー�

ほ
か

◆
費
用　
受
講
料
無
料

テ
キ
ス
ト
代
実
費
約
４
，０
０
０
円

◆
申
込
方
法

５
月
31
日(

火)

必
着
で
、
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、郵
送・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
よ
り
下
記

ま
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
募
集
案
内
、
申
込
用
紙
な
ど
の

詳
細
は
、
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
下

記
連
絡
先
へ
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
先　
宮
城
県
聴
覚
障
害

者
情
報
セ
ン
タ
ー（
み
み
サ
ポ
み

や
ぎ
）

☎
０
２
２

－

３
９
３

－

５
５
０
１

FAX
０
２
２

－

３
９
３

－

５
５
０
２

info@
m
im
isuppo-m

iyagi.org

仙
台
市
青
葉
区
本
町
３

－

１

－

６

県
本
町
第
３
分
庁
舎
１
階

水
道
管
の
漏
水
調
査

に
つ
い
て

　
５
月
よ
り
水
道
メ
ー
タ
ー
や
止

水
栓
な
ど
か
ら
音
を
聞
き
、
漏
水

の
有
無
を
確
認
し
ま
す
。
調
査
方

法
は
、
女
川
町
が
委
託
し
た
調
査

員
が
私
用
地
内
に
立
ち
入
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
調
査
員
に
は
身

分
証
、
腕
章
を
携
帯
し
て
い
ま
す

の
で
、
不
審
に
思
わ
れ
た
場
合
は
、

身
分
証
を
提
示
さ
せ
る
か
、
上
下

水
道
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な

お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
防
止
と
し
て
、
調

査
員
は
作
業
前
の
体
温
測
定
・
常

時
マ
ス
ク
の
着
用
・
手
指
の
消
毒

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆
調
査
期
間　
５
月
か
ら
令
和
５

年
３
月（
予
定
）

◆
問
合
せ
先　
役
場
上
下
水
道
課

　
上
水
道
係　
内
線
２
９
１

介
護
支
援
専
門
員�

実
務
研
修
受
講
試
験

実
施
に
つ
い
て

◆
試
験
日　
10
月
９
日（
日
）

◆
試
験
会
場　
仙
台
市
内
予
定

◆
申
込
受
付
期
間　

６
月
１
日

（
水
）～
６
月
27
日（
月
）

◆
試
験
案
内　
郵
送
に
よ
る
取
り

寄
せ
、
ま
た
は
県
庁
１
階
総
合
案

内
で
配
布

◆
問
合
せ
先　
宮
城
県
社
会
福
祉

協
議
会
研
修
課　

☎
０
２
２

－

２
１
６

－

５
３
８
２

※
詳
細
は
宮
城
県
社
会
福
祉
協
議

会
研
修
課
ま
で

山
林
所
有
者　

必
見

　
女
川
町
で
は
、
住
宅
へ
の
倒
木

被
害
対
策
と
し
て
、
危
険
木
の
伐

採
ま
た
は
倒
木
の
撤
去
を
行
う
方

に
対
し
、
助
成
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。
風
倒
木
な
ど
に
よ
る
事
故

を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

◆
交
付
の
対
象
者

　
立
木
所
有
者
、
立
木
所
有
者
の

承
諾
を
得
た
住
宅
入
居
者

◆
助
成
率
と
助
成
の
限
度
額

　
助
成
率　
費
用
の
２
分
の
１

　
限
度
額　
25
万
円

◆
問
合
せ
先　
役
場
産
業
振
興
課

　
農
林
係　
内
線
６
６
２

　宮城県内の令和３年中における特殊詐欺被害件数は280件（前年
比＋100件）、被害額は約４億4,000万円(前年比＋約１億5,800万
円)に上るなど、被害件数、被害額共に前年を大きく上回っています。
　また、石巻警察署管内の被害件数は13件(前年比＋３件)、被害額
は約922万円（前年比－123万円）となっており、特に行政機関を名
乗る「還付金詐欺」の被害が大きく増加している現状となっています。
　このような還付金詐欺被害を抑止するためには、固定電話対策が非常に有効であり、宮城県警察
では、固定電話機に取り付ける特殊詐欺電話撃退装置の設置を推奨しており、石巻警察署では同装
置の無償貸出しを行っています。
　さらに、宮城県警察では昨年に引き続き、同装置の購入費補助金交付事業を再開する予定となっ
ています。
　無償貸出しや撃退装置の購入費補助事業に関して詳しく知りたい方は、下記問い合わせ先までご
連絡ください。
◆問い合わせ先　宮城県警察本部生活安全企画課　☎022-221-7171（代表）
　　　　　　　　石巻警察署生活安全課　☎95-4141（代表）

固定電話対策で特殊詐欺撃退！
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Information

※�イベントは、新型コロナウイルス感染症の
影響で中止になる場合もあります。

女
川
町

生
活
福
祉
巡
回
相
談

　
健
康
、
負
債
、
仕
事
、
人
間
関

係
、
引
き
こ
も
り
な
ど
、
あ
な
た

が
抱
え
る
心
配
ご
と
や
不
安
な
こ

と
を
専
門
の
支
援
員
が
一
緒
に
考

え
、
解
決
・
改
善
へ
の
お
手
伝
い

を
し
ま
す
。
相
談
者
の
要
望
・
状

況
に
よ
り
出
張
相
談
や
支
援
な
ど

も
行
い
ま
す
。

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
巡
回
相
談
を
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

《
巡
回
相
談
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
》

◆
女
川
町
役
場
１
階
相
談
室

　
５
月
18
日（
水
）

◆
女
川
町
勤
労
青
少
年
セ
ン
タ
ー

　
５
月
11
日
、
25
日（
水
）

　
午
後
１
時
～
３
時

◆
電
話
相
談　
月
～
金
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

◆
問
合
せ
先　
宮
城
県
自
立
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
東
部
・
気
仙
沼
事
務
所

☎
０
２
２
９

－

25

－

７
６
０
７

お
ら
ほ
の
女
川
食
堂

　
小
・
中
学
生
参
加
料
無
料
の
子

ど
も
食
堂
で
す
。
申
し
込
み
不
要

で
す
。
未
就
学
児
は
親
子
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
！

◆
日
時　
５
月
14
日（
土
）午
後
２

時
30
分
～
４
時

◆
場
所　
き
ら
ら
女
川（
シ
ー
パ

ル
ピ
ア
女
川
内
）

◆
内
容　
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
作
り（
好

き
な
ト
ッ
ピ
ン
グ
を
し
よ
う
！
）

◆
問
合
せ
先　
「
お
ら
ほ
の
女
川

食
堂
」
事
務
局

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
き
ら
ら
女
川
）�

☎
98

－

８
０
６
２

※�

感
染
症
対
策
の
た
め
、
中
止
に
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
当
日
は

熱
を
測
っ
た
う
え
で
、
マ
ス
ク
を
し

て
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

第
１
回
普
通
救
命
講
習

�

（
一
般
公
募
）

◆
講
習
日
時　
５
月
29
日（
日
）

　
午
前
９
時
～
正
午

◆
講
習
場
所　
石
巻
地
区
消
防
本

部
２
階
大
会
議
室

�

（
石
巻
市
大
橋
１
丁
目
１

－

１
）

◆
定
員　
中
学
生
以
上
30
人（
先
着
）

※
定
員
と
な
り
次
第
締
切

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染

拡
大
状
況
に
よ
り
、
定
員
を
少
な
く

す
る
場
合
や
中
止
に
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

◆
申
込
期
間　
５
月
９
日（
月)
～

５
月
18
日(

水)

午
前
９
時
～
午
後

５
時

◆
申
込
方
法　
各
消
防
署
ま
た
は

石
巻
広
域
消
防
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://isyoubou.jp/

）
か

ら
申
込
用
紙
を
取
得
し
、
各
消
防

署
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
再

講
習
の
方
は
、
受
講
申
請
時
お
よ

び
講
習
日
に
修
了
証
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
先　
石
巻
消
防
署

　
☎
95

－

７
１
１
２

町
有
地
分
譲
・
貸
付
の

ご
案
内

町で整備した町有宅地を分譲・貸付しています。募集宅地位置、
価格など、詳しくは企画課定住・土地利用係までお問い合わせください。
●募集宅地は、女川町公式ウェブサイトでも詳しくご覧いただけます。
　（ホーム＞くらしの情報＞住まい＞町有地分譲・貸付のご案内）
●募集要件が緩和されました！
　・複数宅地の申し込みが可能です！
　・住宅建築以外の用途での購入が可能です！
●各種支援制度による住宅建築や宅地整備の負担軽減があります！
　・定住促進事業補助金（最大300万円）・緑のまちづくり助成金（最大20万円）など
●申込受付期間　５月２日（月）～16日（月）午前８時30分～午後５時15分
◆申込み・問合せ先　役場企画課定住・土地利用係　内線233・234

　町では、町内にお持ちの空き家・空き地の有効活用を通し、定住促進による地域の活性化を図るこ
とを目的として、「女川町空き家等活用情報提供事業」を行っています。
　この事業では、一戸建ての空き家や宅地として利用できる土地をお持ちの方が、「女川町空き家等情
報台帳」に土地・建物を登録することで、女川町公式ウェブサイトなどで利用希望者へ情報提供がで
きるようになります。
　登録されている空き家や空き地の詳細情報は、公式ウェ
ブサイトをぜひご確認ください。登録も随時受付中です！
　利用申込みや登録申請についても、公式ウェ
ブサイトをご覧いただくか下記担当までご連絡
ください。

●町の分譲宅地以外にも…

空き家・空き地の情報をご覧いただけます！

公式ウェブサイト（空き家・空
き地情報）はこちら！

●申請・登録窓口　企画課　定住・土地利用係
●問合せ先　☎54-3131内線233・234
　（平日の午前８時30分～午後５時15分）
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◆問合せ先
　雇用調整助成金、産業雇用安定助成金、小学校休業等対応助成金・支援金コールセンター
　☎0120-603-999　　受付時間　午前９時～午後９時　（土日祝日含む）

　厚生労働省公式LINEアカウント
　　→　友だち追加用リンク　https://lin.ee/qZZIxWA

雇用調整助成金の期間が延長になります
○雇用調整助成金とは・・・
　「新型コロナウイルス感染症の影響」により、「事業活動の縮小」を余儀なくされた場合に、「雇
用調整（休業）」を実施する事業主に対して、休業手当などの一部を助成するものです。

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、令和４年３月31日を期限に雇用調整助成金の特例措置
を講じてきましたが、この特例措置は令和４年６月30日まで以下のとおりとなります。また、判
定基礎期間の初日が令和４年４月１日以降の休業等について業況特例の申請を行うすべての事業主
は、申請の都度、業況の確認を行いますので、売上等の生産指標の提出が必要になります。その際、
提出する生産指標は、最新の数値を用いて判断することになります。（原則として生産指標を変更す
ることはできません。）

〇特例の内容

判定基礎期間
令和３年 令和４年

５月〜12月 １月・２月 ３月〜６月

中
小
企
業

原則的な措置 助成率4/5（9/10）
13，500円

助成率4/5（9/10）
11，000円

助成率4/5（9/10）
9，000円

業 況 特 例・
地 域 特 例

助成率4/5（10/10）
15，000円

助成率4/5（10/10）
15，000円

大
企
業

原則的な措置 助成率2/3（3/4）
13，500円

助成率2/3（3/4）
11，000円

助成率2/3（3/4）
9，000円

業 況 特 例・
地 域 特 例

助成率4/5（10/10）
15，000円

助成率4/5（10/10）
15，000円

※金額は、一人一日あたりの上限、（�）内の助成率は、解雇等を行わず雇用を維持した場合の助成率。

Information

 日曜日のパン屋さん
～ Sunday Bakery ～

日時　５月29日（日）

時間　13時30分～

場所・問合せ先（主催）
　女川町まちなか交流館　☎ 24-6677

※売り切れ次第終了となります

広告
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町民生活課町民生活課窓口からのお知らせ

●
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
？

　
新
薬（
先
発
医
薬
品
）と
効
き
目
や
安
全
性
が
同
じ
で
、

先
発
医
薬
品
の
特
許
が
切
れ
た
後
に
、
厚
生
労
働
省
の

認
可
の
も
と
に
製
造
・
販
売
さ
れ
て
い
る
薬
の
こ
と
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
後
発
医
薬
品
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

●
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
メ
リ
ッ
ト

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
安
全
性
な
ど
が
す
で
に

確
認
さ
れ
て
い
る
先
発
医
薬
品
の
有
効
成
分
を
利
用
す

る
た
め
、
開
発
期
間
や
経
費
を
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
、

先
発
医
薬
品
と
比
べ
る
と
安
価
な
の
が
特
徴
で
す
。
み

な
さ
ん
に
と
っ
て
も
、
先
発
医
薬
品
と
同
等
の
薬
を
使

い
な
が
ら
、
薬
に
か
か
る
自
己
負
担
額
を
減
ら
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

●
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

　

使
用
す
る
に
は

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
医
師
の
処
方
が
必
要
な
医

薬
品
で
す
。
処
方
し
て
も
ら
う
と
き
は
、
か
か
り
つ
け

の
医
師
や
薬
剤
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
た
だ
し
、
す
べ
て
の
先
発
医
薬
品
に
対
し
て
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
が
製
造
販
売
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
た
め
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
変
更
を
希
望
し

て
も
、
変
更
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
先
発
医
薬
品
と
成
分
や
効
果
な
ど

は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
使
用
さ
れ
て
い
る
添
加
物
が
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
医
師
や
薬
剤
師
と
よ
く

相
談
し
た
う
え
で
、
体
質
に
合
っ
た
薬
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

　
女
川
町
で
は
、
家
庭
等
か
ら
排
出
さ
れ
る
、

生
ご
み
の
減
量
化
を
図
る
目
的
で
「
生
ご
み
処

理
容
器
」を
設
置
す
る
方
に
補
助
し
ま
す
。「
生

ご
み
処
理
容
器
」
で
減
量
化
し
た
も
の
は
、
家

庭
菜
園
等
で
有
機
肥
料
と
し
て
使
え
ま
す
。

◆
交
付
条
件　

○
女
川
町
内
に
住
所
ま
た
は
事
業
所
を
有
し
、

家
庭
等
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご
み
の
処
理
の
た

め
に
活
用
す
る
こ
と
。

○
町
内
に
所
在
す
る
販
売
業
者
等
か
ら
処
理
容

器
を
購
入
す
る
こ
と
。

○
１
世
帯
お
よ
び
１
事
業
者
に
対
し
１
基
。
た

だ
し
、
簡
易
式
容
器
に
つ
い
て
は
１
世
帯
２
個

ま
で
。

◆
補
助
額

・�

電
気
式
の
場
合
…
購
入
金
額
の
１
／
２
の
額

で
、
限
度
額
２
万
５
千
円

・�

簡
易
式
の
場
合
…
購
入
金
額
の
１
／
２
の
額

で
、
限
度
額
３
千
円

◆
問
合
せ
先　
役
場
町
民
生
活
課
国
保
年
金
係

　
☎
54

－

３
１
３
１　
内
線
１
５
１・１
５
２

◆
問
合
せ
先　
役
場
町
民
生
活
課
環
境
係

　
☎
54

－

３
１
３
１　
内
線
１
６
３・１
６
４

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

に
つ
い
て

生
ご
み
処
理
容
器

補
助
金
制
度
に
つ
い
て

　
戸
籍
は
本
籍
地
の
市
区
町
村
で
交
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め

本
籍
が
女
川
町
に
あ
る
人
だ
け
が
申
請
で
き
、
他
市
区
町
村
に

本
籍
が
あ
る
人
は
女
川
町
で
は
交
付
申
請
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
交
付
申
請
を
す
る
と
き
は
、
次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
本
籍
・
筆
頭
者
は
正
確
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
戸
籍
の
筆

頭
者
と
は
、
戸
籍
の
一
番
は
じ
め
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
を

い
い
ま
す
。�

既
に
筆
頭
者
が
亡
く
な
っ
て
い
て
も
、
変
わ
り

ま
せ
ん
。

②
謄
本（
全
部
の
も
の
）と
抄
本（
個
人
の
も
の
）が
あ
り
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
提
出
先
に
確
認
の
う
え
、
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

③
親
子（
直
系
）以
外
の
戸
籍
を
申
請
す
る
場
合
は
、
使
用
目
的

も
記
入
し
た
本
人
か
ら
の
委
任
状
が
必
要
で
す
。
例
え
ば
、

子
が
結
婚
し
て
新
し
い
戸
籍
が
で
き
た
場
合
、
親
が
子
の
戸

籍
謄
本（
全
部
の
も
の
）は
申
請
で
き
ま
す
が
、
子
の
配
偶
者

の
戸
籍
抄
本（
個
人
の
も
の
）は
委
任
状
を
必
要
と
し
ま
す
。

④
戸
籍
に
は
、
こ
の
ほ
か
に
除
籍
・
改
製
原
戸
籍
が
あ
り
ま
す
が
、

申
請
は
原
則
直
系
の
方
に
限
ら
れ
ま
す
。
親
族
で
も
委
任
状

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◆
申
請
に
必
要
な
も
の

①
本
人
確
認
書
類（
窓
口
に
来
ら
れ
る
方
の
分
）

　
●
運
転
免
許
証　
●
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド　

　
●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド　
●
パ
ス
ポ
ー
ト　
な
ど

※�

上
記
の
も
の
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
健
康
保
険
証
、
年
金
手
帳
な
ど

２
種
類
以
上

②
親
子（
直
系
）以
外
の
方
が
申
請
す
る
場
合
、
委
任
状

◆
問
合
せ
先　
役
場
町
民
生
活
課
住
民
登
録
係

　
☎
54

－

３
１
３
１　
内
線
１
５
１・１
５
３

戸
籍
謄
本
等
証
明
書
を

取
得
す
る
に
は
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20
歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で
あ
っ
て
も
国

民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が
少

な
い
た
め
、ご
本
人
の
所
得
が
一
定（
左
記
「
所

得
の
目
安
」
参
照
）以
下
の
場
合
、
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付

特
例
制
度
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
保
険

料
の
納
付
が
困
難
な
学
生
の
方
は
、
未
納
に

は
せ
ず
こ
の
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
で
き
る
方　
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
、
所
得
が
基
準
額
以
下
の
学
生

◆
必
要
な
も
の　
〇
年
金
手
帳　
〇
学
生
で

あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類（
学
生
証
や
在
学

証
明
書
）

※
転
入
さ
れ
て
き
た
方
の
場
合
、
前
住
所
地
よ
り
所

得
証
明
書
等
を
取
り
寄
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

◆
所
得
の
目
安　
１
２
８
万
円
＋（
扶
養
親
族

等
の
数
×
38
万
円
）＋
社
会
保
険
料
控
除
等

※�

申
請
者
本
人
所
得
の
み
を
審
査
し
ま
す
。
ま
た
、

申
請
す
る
期
間
に
よ
っ
て
い
つ
の
所
得
を
審
査
す

る
の
か
異
な
り
ま
す
。

◆
申
請
で
き
る
期
間　
保
険
料
の
納
付
期
限
か

ら
２
年
を
経
過
し
て
い
な
い
期
間(

申
請
時
点

か
ら
２
年
１
ヶ
月
前
ま
で
の
期
間)

●
令
和
３
年
度
分
の
学
生
納
付
特
例
の

承
認
を
受
け
て
い
る
方
へ

　
令
和
３
年
度
に
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を

受
け
た
方
で
、
令
和
４
年
度
も
在
学
予
定
と

し
て
い
た
方
に
は
、
日
本
年
金
機
構
よ
り
「
国

民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
申
請
書（
ハ
ガ

キ
形
式
）」
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。
令
和
４
年
度

も
学
生
納
付
特
例
制
度
を
利
用
し
た
い
方
は

必
ず
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

在
学
す
る
学
校
や
卒
業
予
定
年
月
な
ど
に
変
更
が

あ
っ
た
場
合
や
、
ハ
ガ
キ
が
届
か
な
か
っ
た
場
合

は
再
度
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
学
生
で

あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
を
ご
持
参
の
う
え
申

請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
学
生
で
な
い
方
で
免
除
申
請
を
希
望

し
て
い
る
方
へ

　
通
常
の
保
険
料
免
除
申
請
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す（
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
所
得

が
審
査
さ
れ
ま
す
）。
過
去
期
間
で
未
納
が
あ

り
、
免
除
希
望
の
方
は
早
め
に
申
請
し
ま
し
ょ

う
。

※�

令
和
４
年
７
月
分
以
降
の
免
除
申
請
は
令
和
４
年

７
月
か
ら
受
付
開
始
で
す
。

《
ご
注
意
！
》

　

さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
が
で
き
る
か
ら
と

い
っ
て
申
請
を
先
延
ば
し
に
す
る
と
、
万
一

障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発
生

し
た
際
に
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
を
受
け

ら
れ
な
い
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
免
除
を
希
望

し
て
い
る
場
合
は
申
請
を
先
延
ば
し
に
せ
ず
、

す
み
や
か
に
申
請
し
ま
し
ょ
う
！

　

ま
た
、
過
去
の
分
の
申
請
は
、
申
請
が
遅

れ
る
と
申
請
で
き
る
期
間
が
短
く
な
り
ま
す
。

窓
口
へ
行
く
の
が
難
し
い
場
合
は
郵
送
で
の

申
請
も
受
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
お

電
話
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

女川町住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金
～確認書の返信をお忘れなく！！～

　女川町では、令和４年２月８日(火)付で本件給付金の対象となる住民税非課税世帯に対し、
「住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金兼灯油購入等給付金支給要件確認
書」を発送しております。
　本確認書には提出期限があり、提出期限は発送日から３か月となっておりますので、まだ
返信せず、手元に確認書が残っている場合は早急に内容を確認し、同封の返信用封筒にて提
出するようお願いいたします。（※ただし、灯油購入等給付金については、令和４年３月31日
で受付終了のため、４月１日以降は臨時特別給付金のみの支給となります。）
　また、家計急変世帯（令和３年１月以降の収入が減少し、住民税非課税世帯相当の収入となっ
た世帯）や支給対象でも世帯の中に令和３年１月２日以降に女川町に転居した方がいる場合は
申請が必要となります。申請書と返信用封筒は、女川町庁舎１階町民生活課窓口にて配布し
ており、申請期限は令和４年９月30日(金)までとなっております。

◆問合せ先　役場町民生活課生活支援係　☎54-3131　内線162～165

【対象世帯につき１０万円】

◆
問
合
せ
先　
役
場
町
民
生
活
課
国
保
年
金
係　
☎
54

－

３
１
３
１　
内
線
１
５
２

　
　
　
　
　
　
石
巻
年
金
事
務
所　
☎
22

－

５
１
１
５

学
生
納
付
特
例
制
度
の
ご
案
内
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役場健康福祉課からのお知らせ

保健だより

子宮がん検診を行います
　令和４年度の各種検診申込書で、申し込みをされた方に受診票を配付します。申し込みをしてい
ない方も受診できますので、受診を希望される方は、役場健康福祉課健康対策係へご連絡ください。

【日　程】　会場はいずれも女川町保健センターです。

日　　程 受付時間 対象行政区

５月19日（木）

午前８時30分～９時30分 上一区／黄金区／南区／小乗区／高白浜区
横浦区／大石原区／出島区／寺間区／江島区

午前９時30分～10時30分 浦宿一区／浦宿三区／針浜区／野々浜区
飯子浜区／塚浜区／小屋取区／桐ケ崎区

午後１時～２時 旭が丘区

５月20日（金）

午後２時～２時30分 大原南区

午後２時30分～３時 竹浦区／尾浦区／御前浜区／指ケ浜区／大原北区
清水区

午後５時～６時30分 全行政区

５月21日（土）
午前８時30分～９時30分 上三区／西一区／石浜区／女川南区／女川北区
午前９時30分～10時30分 大沢区／浦宿二区／宮ケ崎区
午後１時～２時 上二区／西区

※行政区ごとに受付時間を決めています。３密を避けるために、決められた日時での受診にご協力お願いします。

【検診料金・検査内容】

対象者（対象年齢） 個人負担金 検査内容

20歳～64歳 2,000円 問診
頸部細胞診検査
超音波検査
視診
※	体部細胞診検査は医師に必要とさ
れた方（別途負担金がかかります）

65歳以上

無料子宮がん検診無料クーポン券封入者
（令和５年４月１日現在年齢で21歳の方）

	 年齢基準日：令和５年３月31日基準

◆持 ち 物　◦スカートまたはバスタオル　◦子宮がん検診受診票
　　　　　　◦個人負担金　　　　　　　　◦子宮がん検診無料クーポン券（対象者のみ）
◆問合せ先　役場健康福祉課健康対策係　☎54-3131内線131～133・135

◆託児スペースを準備します。
小さなお子さんをお連れの方も安心して受診できるように、子育て支援センターで託児支援を
行いますので、ご利用ください。ご希望の方は、受診日の１週間前までにご連絡をお願いします。
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乳がん検診を行います
　令和４年度の各種検診申込書で、申し込みをされた方に受診票を配付します。申し込みをしてい
ない方も受診できますので、受診を希望される方は、役場健康福祉課健康対策係へご連絡ください。

【日　程】　会場はいずれも女川町保健センターです。

日　　程 受付時間 対象行政区

５月26日（木）

午前８時30分～９時30分 上一区／黄金区／南区／小乗区／高白浜区
横浦区／大石原区／出島区／寺間区／江島区

午前９時30分～10時30分 浦宿一区／浦宿三区／針浜区／野々浜区
飯子浜区／塚浜区／小屋取区／大原三区

午後１時～２時 旭が丘区

５月27日（金）

午後２時30分～３時 大原南区

午後３時～３時30分 桐ケ崎区／竹浦区／尾浦区／御前浜区／指ケ浜区
大原北区／清水区

午後５時～６時30分 全行政区

５月28日（土）

午前８時30分～９時30分 上三区／石浜区／女川南区／女川北区

午前９時30分～10時30分 大沢区／浦宿二区／宮ケ崎区

午後１時～２時 上二区／西区

※行政区ごとに受付時間を決めています。３密を避けるために、決められた日時での受診にご協力お願いします。

【検診料金・検査内容】

対象者（対象年齢） 個人負担金 検査内容

30歳～39歳 ５００円 超音波検査

40歳～64歳 １，０００円 マンモグラフィ２方向

65歳以上
無料

マンモグラフィ１方向

乳がん検診無料クーポン券封入者
（令和５年４月１日現在年齢で41歳の方） マンモグラフィ２方向

	 年齢基準日：令和５年３月31日基準
※今年度から41歳以上は昨年度未受診の方が対象となります。

◆持 ち 物　◦乳がん検診受診票　◦個人負担金
　　　　　　◦乳がん検診無料クーポン券（対象者のみ）
◆問合せ先　役場健康福祉課健康対策係　☎54-3131内線131～133・135

◆託児スペースを準備します。
小さなお子さんをお連れの方も安心して受診できるように、子育て支援センターで託児支援を
行いますので、ご利用ください。ご希望の方は、受診日の１週間前までにご連絡をお願いします。
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役
場
１
階　
☎
２
４

－

９
３
４
１
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ー
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イ
ベ
ン
ト
の
予
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せ
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子
育
て
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援
セ
ン
タ
ー

で
す
。
行
事
の
開
催
は
、
表
記
が
無
い
場
合
全
て
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
で
す
。
セ
ン
タ
ー
利
用
の
際
は
、
水
分
補
給
用

の
飲
み
物
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
土
曜
開
館

◆
日
時　
５
月
21
日（
土
）

　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分（
お
片
付
け
）

◆
内
容　
自
由
遊
び

●
夏
野
菜
を
つ
く
ろ
う

◆
日
時　
５
月
17
日（
火
）午
前
10
時
30
分
～

◆
内
容　
夏
野
菜
の
苗
植
え
や
種
ま
き
を
し
ま
し
ょ
う

◆
予
約　
要　
７
組
程
度　

◆
申
込
期
間　
５
月
６
日（
金
）～
12
日（
木
）

◆
持
ち
物　
水
分
補
給
用
の
飲
み
物　
　

●
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ

◆
日
時　
５
月
24
日（
火
）午
前
10
時
30
分
～

◆
内
容　
身
長
・
体
重
測
定
、
栄
養
相
談
や
発
育
相
談
を
し
ま
す
。

　
　
　
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
ど
ん
な
と
こ
ろ
か
紹
介
し
ま
す
。

◆
予
約　
要　
７
組
程
度　

◆
申
込
期
間　
５
月
13
日（
金
）～
19
日（
木
）

◆
開
館
日
・
時
間　
月
～
金
曜
日

　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

◆
休
館
日　
土
・
日
・
祝
祭
日
お
よ
び
年
末
年
始

◆
利
用
料　
無
料

５
月
の　

行
事
予
定

　宮城県母子福祉連合会では、ひとり親家庭・寡婦など
の皆さまからの様々な相談や就業のための支援も行って
いて、より円滑な就職と安定した就業を目的に資格取得
のための講習会を実施しています。

◆日　　時　　６月22日（水）～８月12日（金）　
　　　　　　　各水・金曜日16回　午前９時～午後４時
◆会　　場　　宮城県母子・父子福祉センター（仙台市宮城野区安養寺三丁目７-３）
◆対　　象　　宮城県在住のひとり親家庭の親また寡婦で、全日程受講できる方
◆定　　員　　10名
◆費　　用　　受講料無料　教材費・検定料16,000円程度
◆託　　児　　無料（３歳～小学３年生）
◆申込み期間　５月11日（水）～５月30日（月）まで
◆申込方法　　�官製ハガキまたはFAXで講習名・住所・氏名・電話番号・託児の有無（年齢）

を記入して、５月30日（月）までに必着で宮城県母子・父子福祉センターへ
お申込みください。� ※定員を超えた場合は選考となります。

◆申込み・問合せ先　（公財）宮城県母子福祉連合会（宮城県母子・父子福祉センター内）
　　　　　　　　　　〒983-0832　仙台市宮城野区安養寺3-7-3
　　　　　　　　　　☎&FAX��022-256-6512

令和４年度ひとり親家庭等就業支援講習会
「パソコン講習会　エクセル２０１９　平日コース」
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５月の　　　　
外来診療科・診療日

診療受付時間
　　午前８時30分～11時30分
　　午後１時30分～４時30分
※心療内科・眼科は午後４時まで
　予防接種は午前11時・午後４時まで
　乳児健診は午前10時30分・午後４時まで
※電話による相談は24時間対応します

診
療
科

総合診療 小児科 心療
内科 眼科 整形

外科 皮膚科

午前 午後 午前 午後 午後 午後 午前 午前
（午後４時まで）

月 ● ● ● ● − − − −

火 ● ● ● ● ※● − − −

水 ● − ● ● − − − −

木 ● ● ● ● − ※● ● −

金 ● ● ● ● − − − ●

土 14日
28日

−
14日
28日

− − − − −

５月の巡回診療　※予約制

出島集会所 11日・25日㈬
江島集会所 18日㈬

予約制です。
外来受付までご連絡ください。

女川町地域医療センター（輝望の丘）　☎53-5511

女川町地域医療センターからのお知らせ

女川町地域医療センターは町の施設で、管理運営は指定管理者が行っています。

イブニング外来について
日時：5月６日・20日（金）
受付：午後４時30分～６時30分
予防接種の受付は午後6時まで

◦	小児科医師による診療は水曜日
のみ、受付時間は午後４時まで
です。水曜日午後４時以降およ
び水曜日以外は内科医師の診療
になります。乳児健診の方は水
曜日にお越しください。

■小児科の水曜日午前の受付時間の変更について　
　小児対象の新型コロナウイルスワクチン個別接種の実施に伴い、当面の間、水曜日の小児科医師に
よる診療の午前受付時間を10時30分までといたします。乳児健診の方は午前は10時30分までにお越
しください。10時30分以降に受付の一般診療・予防接種の方は内科医師が対応いたします。
　ご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。

活動的に過ごしてフレイル予防！！

　健康な状態と要介護状態の間
の段階で、心身のさまざまな機

能が低下した状態を指します。フレイルになった
としても、運動などによって心身の状態の改善す
ることが十分に可能であることが、近年の研究か
ら明らかになってきています。

フレイルとは

　１日5000歩以上歩
いている場合、5000

歩未満の場合の約半分まで下がることがわかりまし
た。また、歩行よりも負荷の高い中高強度の身体活
動（速歩、社交ダンス、ウエイトトレーニング、水
泳など）を１日８分以上行っている場合も同様に、フ
レイルの発症リスクが下がることがわかりました。

フレイルに陥るリスク

　歩行であれば１日5000歩以上、ある程度負荷のかかる活動であれ
ば１日８分以上行うことを目安として、座りがちな生活にならないよ

うにしましょう。最近では携帯電話に歩数計が搭載されているものや、腕時計のように着用できる活
動量計もあります。日々の身体活動量を可視化して意識することが、フレイル予防の第一歩かもしれ
ません。　　　　　　　　　　　　　

フレイルを予防するために

図：歩行量、身体活動量とフレイル発症の関係
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認知症に限らず、地域で「顔なじみの関係」を作
ることが安心な暮らしにつながります。コロナ禍
においても日頃のつながりを大切にしましょう！

　ご自身やご家族の物忘れや認知症状など年齢とともに出てくる
様々な症状について、悩みや不安を抱えていませんか？相談した
りお話したり…、ゆっくり過ごしませんか？
日　時：毎月第３木曜日　午後１時30分～３時30分（入退室自由）
場　所：地域福祉センター（地域医療センター向かい）
参加費：無料
内　容：認知症やその他介護の相談、楽しく脳トレ・交流　など
※�日程や場所は変更する場合がありますので、毎月の広報をご確認いただくか
　直接地域包括支援センターまでご連絡ください。

★５月の開店日…５月19日（木）午後１時30分～３時30分　場所：地域福祉センター

　情報を事前登録しておくことで、行方不明になっ
た際に消防や郵便局、商店など各協力団体が情報
共有して捜索し、早期発見につながる仕組みです。

【日頃の対策として】
◦よく持ち歩くカバンや杖、衣類に名前や連絡先を書く。
◦	ご近所や交番、よく行く商店などに状況を話し、何
かあれば連絡をもらうようにする。

【申請から利用までの流れ】
①申請（役場　健康福祉課長寿介護係）
②�本人の行方がわからなくなったら、家族が
女川交番(石巻警察署)へ連絡
③女川交番より協力団体へ捜索を依頼
④協力団体が発見した場合、警察へ連絡
⑤警察から家族へ報告

こ
の
ま
ち
で
元
気
に
暮
ら
す

地域包括支援センターだより

Information インフォメーション
　高齢者のための総合相談窓口です。住
み慣れた地域での暮らしを継続できるよ
う、社会福祉士、主任ケアマネジャー、
保健師の資格をもつ職員が、介護、介護
予防、権利擁護、介護認定、認知症、そ
の他ご心配なことなど、ご相談に応じます。

女川町地域包括支援センター
☎53-2272

（地域福祉センター1階、
地域医療センター向かい）

もの忘れよろず相談所

ほっとカフェにお立ち寄りください！

　認知症によって、自宅に戻って来られなくなったり、行方
がわからなくなったりすることを心配されているご家族の方
もいるかと思います。

地域包括支援センターだより
住み慣れた地域で暮らし続けるために
� 　その②今月の

テーマ

５月の遊びリサロン

行政区 実施日 担　当
女川北 10日（火） 健　生

(ミニ体力測定)
石　浜 10日（火） 健　生
浦宿３ 11日（水） 健　生
女川南 23日（月） 健　生

行政区 実施日 担　当
上　1 	9日（月） ぱんぷきん
浦宿2 11日（水） ぱんぷきん
上　2 12日（木） 健　生※13時から開始
針　浜 16日（月） ぱんぷきん
清　水 17日（火） 健　生
西 24日（火） ぱんぷきん

徘徊SOSネットワークを
ご存知ですか？

※マスクの着用を
　お願いします。

午前の部（９時30分～11時30分）

午後の部（１時30分～３時30分）

お気軽に

ご参加下
さい！

　手指消毒や換気など感染予防対
策を徹底した上で実施します。
　お越しの際はマスクの着用をお
願いします。
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　町内でも還付金詐欺の事例が発生し報告されています。被害に
あう前に気付いたため損害を被ることは回避できましたが、みな
さんも十分に気をつけてください。
　還付金詐欺はＡＴＭを操作させて現金を振りこませる手口です。
携帯電話を持ってＡＴＭへ行くように言われたら、それは詐欺です。

　2022年４月から、成年年齢が20歳から18歳に引
き下げられました。これにより、18歳で、法律上は
大人として扱われることになります。

◦成人になると、保護者の同意なく自分の意思で、様々な契約ができるようになります。

◦新成人の方へ

●18歳から一人で契約できる！

＊アドバイス＊
●「ＡＴＭで還付金が戻る」という電話があったら、還付金詐欺です。相手にせず、すぐ電話を切っ
てください。

●役場や税務署などが、ＡＴＭの操作をお願いすることや、受給にあたり手数料の振り込みを求める
こと、また、メールを送り、アドレスをクリックして申請手続きを求めることなどを行うことは絶
対にありません。

※下記のものは「絶対に教えない、渡さない」と心構えをしておいてください。
　○暗証番号　○口座番号　○通帳　○キャッシュカード・クレジットカード
　○マイナンバー（カード）など

＊アドバイス＊
●契約とは法的な拘束力を持つ約束で、基本的に一方の都合だけでやめることはできません。
●未成年が保護者の同意を得ずに契約した場合は、民法で定められた未成年者取消権が行使できます
が、成人になって契約した場合は行使できません。

●新成人、特に18歳で成人になる人たちは、社会経験がまだ浅く、様々な勧誘のターゲットになる可
能性が懸念されています。

＊アドバイス＊
●契約するかどうか、誰とどのような内容や、やり方で契約するかは自由に決めることができます。
自分にとって本当に必要な契約か、内容を理解し、よく考えて納得したうえで決めることも大切です。

●自分の判断だけで契約できるようになりますが、守るべき義務も発生します。自由には責任が伴う
ことを自覚しましょう。

※飲酒や喫煙は従来どおり20歳になってからです。

消費生活情報館

＊＊困ったときは、町の消費生活相談員にご相談ください＊＊
◆問合せ先　役場産業振興課消費生活相談員デスク　☎54-3131内線682

●還付金詐欺に気をつけて！

＊消費生活相談員からひとこと＊
　さわやかな季節になりました。まだマスクは必要ですが、密を避けて、戸外に出て体を動かすの
も気持ちよさそうです。コロナ禍の影響で運動不足になりがちですが、体を動かす工夫も必要ですね。

還付金
あります

自
由
！責

任
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コバルトーレ女川だより

　春の桜の開花とともに、リーグ戦がスタートする季節がやってきました。コバルトーレは４月９
日、女川町まちなか交流館で新シーズンのチーム体制をご紹介する「キックオフミーティング」を
開催しました。今回は、その様子とリーグ戦の日程をお知らせします。

　全12チームが参加する2022年度東北社会人サッカーリーグ１部は「1.5回戦制」で開催される
ことも発表しました。まずは、５月15日からは始まる第1節から、７月31日の第11節まで、総当
たり戦を行います。その結果「１位～６位グループ」と「７位～12位グループ」に分かれて２次
ラウンドを開催。６チームで総当り５試合を行い、最終順位を決定します。試合開催の詳細はコバ
ルトーレHPでも公開しているので、ご確認くださいね。

日付 節 時間 対戦チーム 会　　　場
５月15日 1 11：00 FC.SENDAI.UNIV 仙台大学サッカー場
５月29日 2 10：30 FCガンジュ岩手 岩手県営運動公園第一グラウンド
６月５日 3 13：00 ＦＣプリメーロ 女川スタジアム
６月12日 4 13：00 富士クラブ2003 女川スタジアム
６月19日 5 11：00 猿田興業 女川スタジアム
６月26日 6 14：00 ブランデュー弘前 弘前市運動公園球技場
７月３日 7 13：00 七ヶ浜SC 女川スタジアム
７月10日 8 13：00 日本製鉄釜石 女川スタジアム
７月17日 9 14：00 盛岡ゼブラ いわぎんスタジアムA
７月24日 10 13：00 大宮SC 女川スタジアム
７月31日 11 11：00 ボゴーレ.D.津軽 弘前市運動公園球技場

【２次ラウンド日程】１次ラウンドの結果で対戦チームが決定します
　９月４日（12節）、９月11日（13節）、９月18日（14節）、９月25日（15節）、10月２日（16節）
　いよいよ、リーグ戦がスタートします。皆さんの応援、よろしくお願いいたします！

【１次ラウンド日程】緑色がホームゲーム

リーグ戦開幕へキックオフ！
Vol.28

■  2022年度東北社会人サッカーリーグ１部

(株)コバルトーレ　☎�54-3251
HP  http://cobaltore.com/
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第二多目的運動場での計測

※�すべての施設で、年間の追加被ばく線量1ミリ
シーベルトに相当する空間放射線量率1時間あた
り0.23マイクロシーベルトを下回っていました。

◎測定結果（単位:マイクロシーベルト/時）
（３月11日〜4月14日）

施 設 名 測 定 値
しおかぜ保育所所庭（0.5m） 0.05
第四保育所所庭（0.5m） 0.07
小中学校校庭（0.5m） 0.05
小中学校校庭（1.0m） 0.04
第二多目的運動場（1.0m） 0.04
役場庁舎前（1.0m） 0.04-0.05

測定結果は、放射線・放射能に関するポータルサイト「みやぎ原子力情報ステー
ション」でも公開しています。お知らせ

◆このページに関する問合せ先　役場企画課原子力対策係
　　　　　　　　　　　　　　　☎54-3131内線252

　女川町では、女川魚市場に水揚げされ
た水産物について、宮城県の簡易測定器
と東北大学から提供された連続個別非破
壊放射能システム等を使用し、放射能を
測定しています。３月１日～31日までの
測定結果は、下記のとおりです。
◆�検体数・測定結果
　16種類158検体、すべてにおいて、
厚生労働省が定める一般食品の基準値
100ベクレル／㎏を下回りました。
� （検体すべて測定下限値以下・不検出）
◆測定機器
　○EMFジャパン㈱
　　　ガンマ線スペクトロメータ（EMF211型）
　○東北大学
　　　連続個別非破壊放射能ｼｽﾃﾑA01型
　　　非破壊式食品放射能測定装置

　町では、町民が自家消費用に生産・採
取した野菜、山菜、魚などの食材の放射
能簡易測定を行っています。
　詳細は、役場企画課原子力対策係
　☎54-3131（内線252）まで。

食材等の放射能簡易測定
 を行っています

水産物の
放射能測定結果

Ｑ．放射線に被ばくした場合、身体へはどのようなリスクがあるのでしょうか？
　　　
Ａ．現在の調査や研究では、100ミリシーベルトを超える被ばくをした場合は、発がんのリ
スクが高まると言われています。
一方、100ミリシーベルト以下の
被ばくでの発がんリスクは証明さ
れていません。それは、右の図の
ように生活習慣などの要因による
発がんリスクもあるため、放射線
によるリスクが隠れてしまってい
るためです。つまり、100ミリ
シーベルト以下の被ばくが全くの
安全であるというわけではありま
せん。そのため、放射線防護の観
点からは低線量での被ばくでも影
響があると仮定し、厳しい規制値
を設けて管理しています。

放射線に関する正しい知識を身に付けよう！
放射線による身体への影響

放射線と生活習慣によってがんになる相対リスク

要　　因 がんになるリスク
1000〜2000ミリシーベルトの放射線を受けた場合 1.8倍
喫煙・飲酒（毎日3合以上） 1.6倍
やせ過ぎ� 1.29倍
肥満 1.22倍

200〜500ミリシーベルトの放射線を受けた場合 1.19倍
運動不足 1.15～1.19倍
塩分の取り過ぎ 1.11～1.15倍

100〜200ミリシーベルトの放射線を受けた場合 1.08倍
野菜不足 1.06倍

（対象：40～69歳の日本人）
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　４月より、秘書広報係に異動となり
ました高橋　慧（さとる）と申します。

日曜日、ぽかぽかと心地よい陽気の中、足任せに歩いていると、
休日を女川町で過ごす家族の姿や、一生懸命お仕事と向き合う
方、公園ではしゃぐ子どもたちなど、たくさんの「日常」に出会
い、とても素敵な情景でした。これから女川町で起きる様々な
出来事を広報おながわを通じて、皆様にお届けできるよう精一
杯取り組んでまいりますので何卒、よろしくお願いいたします。

　広報おながわおよび女川町公式ウェブサイ
トに掲載された広告は、審査のうえ掲載して
いますが、掲載した内容について町が責任を
負ったり、保証するものではありません。
　事業や広告の内容につきましては各広告主
にお問い合わせください。

編 集 後 記

女川町の人口 令和４年
３月31日現在

総　数 6,033人 （－47人）
男　性 2,986人 （－22人）
女　性 3,047人 （－25人）
世帯数 2,975世帯 （－12世帯）

（　

 

）内
は
前
月
比

広報おながわに広告を掲載できます！
お店の宣伝などにお使いいただけます！

第一種広告 第二種広告
大きさ 縦50ｍｍ以内、横85ｍｍ以内 縦50ｍｍ以内、横175ｍｍ以内
掲載料 5,000円 10,000円

他にも掲載サイズなどあります。広告の掲載について詳しくは下記までお問い合わせください。
◆問合せ先　役場総務課秘書広報係　☎54-3131内線213

第二種広告は
この記事と

同じ大きさです。

広告について

広告
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広告
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広報　おながわ　５月号
編集
発行

〒986‐2265　宮城県牡鹿郡女川町女川一丁目１番地１
女川町役場総務課秘書広報係　☎０２２５-５４-３１３１　内線213

女川町公式ウェブサイト　HP �https://www.town.onagawa.miyagi.jp/

◆申請期限　　2022年５月31日（火）まで
◆給 付 額
中小法人等　上限最大250万円　　　個人事業者等　上限最大50万円
給付額　基準期間の売上高－対象月の売上高×５か月分
基準期間　「2018年11月～2019年３月」、「2019年11月～2020年３月」、
　　　　　「2020年11月～2021年３月」のいずれかの期間
給付上限額

売上高減少率 個人
法人

年間売上高
1億円以下

年間売上高
1億円超～5億円以下

年間売上高
5億円超

▲50％以上 50万円 100万円 150万円 250万円
▲30％以上50％未満 30万円 60万円 90万円 150万円

◆給付対象　※次の①と②を満たす中小法人・個人事業者が給付対象となります。
①新型コロナウイルス感染症の影響を受けた事業者
②2021年11月～2022年３月のいずれかの月（対象月）の売上高が、
　2018年11月～2021年３月の間の任意の同じ月（基準月）の売上高と比較して
　50%以上又は30%以上50％未満減少した事業者

◆相談窓口　事業復活支援金事務局 申請者専用 相談窓口受付時間 午前８時30分～午後７時
　　　　　　☎0120-789-140（携帯電話からでもつながります）
　　　　　　（ＩＰ電話専用回線　☎03-6834-7593）
◆登録確認機関　女川町商工会、宮城県漁業協同組合女川町支所
　　　　　　　　融資取引のある各金融機関

マイナポイント第２弾について
①�マイナンバーカードを取得し、まだマイナポイントを申込していない方や、こ
れからマイナンバーカードを申請する方も、対象の決済サービスに２０，０００
円のチャージ、またはお買い物で最大５，０００円分のポイントがもらえます。

②�マイナンバーカードの健康保険証利用申込を行った方は更に７，５００円分のポイント
が６月頃もらえる予定です。
③�公金受取口座の登録を行った方は更に７，５００円分のポイントが６月頃もらえる予定
です。

※上記②と③の保険証利用申込と口座登録も始まっていますので、ぜひ事前登録をお願いします。　
　令和4年9月末までマイナンバーカード申請された方が対象となります。

●�対象の決済サービスはお問い合わせいただくか、マイナポイントのHPでご
確認ください。
●�申込には交付時に登録した暗証番号４桁が必要です。マイナンバーカードの
有効期限もご確認ください。
●�役場では、マイナンバーカード申請の写真撮影も含め無料で支援しています。

中小法人・個人事業者のための事業復活支援金
詳しくは、

HPをご覧ください！

事業復活支援金 検索

お問合せ先
役場企画課情報推進係
　木村、中野
　☎54-3131　内線235

マイナポイント第１弾で、
すでにポイント付与され
た方は②と③のみが対象
です。ご確認ください。

※�電話は大変込み合うこと
が予想されます。ホーム
ページもご活用ください。
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